契約運賃制における盟外船積 特免条項をめぐる論争 by 高村 忠也
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
條
項
を
め
ぐ
る
論
争
高
村
忠
也
「
序
本
稿
に
所
謂
契
約
運
賃
制
(
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と
は
、
荷
主
は
特
定
航
路
上
に
お
け
る
運
送
貨
物
の
全
部
(
勿
論
そ
の
適
用
よ
り
除
外
さ
れ
る
特
定
品
目
も
あ
る
)
を
同
盟
運
送
人
に
委
託
す
る
こ
と
を
的
し
、
他
方
同
運
送
人
は
そ
の
代
償
上
し
て
比
較
的
低
廉
な
契
約
遊
質
(
c
o
n
t
r
a
c
t
 
r
a
t
e
)
の
適
用
-
し
か
ら
ざ
る
荷
主
に
は
比
較
的
高
い
非
契
約
運
賃
(
n
o
n
-
c
o
n
t
r
a
c
t
r
a
t
e
)
を
課
す
る
つ
に
同
意
す
る
こ
と
を
契
約
内
容
と
す
る
制
度
旦
呂
う
。
こ
の
よ
う
な
契
約
運
賃
制
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
従
前
以
上
に
世
界
海
運
関
係
者
の
関
心
を
昂
め
つ
ゝ
あ
る
が
、
契
約
運
賃
制
自
体
の
適
法
性
、
契
約
運
賃
と
非
契
約
違
質
問
の
較
差
の
妥
当
性
、
契
約
違
反
の
場
合
荷
主
に
負
わ
さ
れ
る
損
害
賠
償
の
適
否
、
F
.
O
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B
条
件
の
場
合
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
の
解
釈
等
が
、
そ
の
際
の
主
要
論
争
課
題
で
あ
る
。
盟
外
船
積
特
免
条
項
の
取
扱
い
方
に
つ
い
．
て
の
当
事
者
の
主
張
及
び
取
締
械
関
の
見
解
を
中
心
と
し
て
論
議
の
跡
を
辿
り
、
こ
れ
に
若
干
の
卑
見
を
加
え
る
こ
と
を
本
稿
の
主
要
目
的
と
す
る
。
伺
、
そ
の
間
の
事
情
は
幾
分
異
る
け
れ
ど
も
我
が
国
の
公
正
承
引
委
員
会
の
態
度
と
異
つ
た
見
解
を
'
同
様
な
性
格
を
有
っ
た
米
国
合
衆
国
の
連
邦
海
事
委
員
会
(
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が
最
近
表
明
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間
題
の
統
一
的
解
決
に
よ
り
大
な
る
複
雑
性
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
槍
積
時
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
四
一
経
営
と
経
済
四
一、
公
正
取
引
委
員
会
の
基
本
方
針
盟
外
船
積
特
免
条
項
と
は
い
か
な
る
と
と
を
一
一
百
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
緊
急
も
し
く
は
他
の
特
別
な
事
情
の
場
合
に
は
、
同
盟
書
記
は
同
盟
拾
に
よ
る
船
積
み
を
許
可
す
る
。
同
・
0
・
回
・
条
件
で
、
外
国
の
買
手
が
船
積
み
す
る
船
を
指
定
し
旦
そ
の
胎
が
盟
外
運
送
人
に
よ
っ
て
運
航
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
同
船
積
み
は
本
契
約
か
ら
除
外
さ
れ
、
荷
主
は
罰
則
を
受
け
る
乙
と
な
く
盟
外
船
積
み
を
自
由
に
行
う
乙
と
が
で
き
る
」
と
一
一
一
口
う
趣
旨
の
も
の
が
と
れ
で
あ
る
。
我
が
国
に
関
す
る
限
り
、
と
の
よ
う
な
盟
外
船
積
特
免
条
項
が
他
の
問
題
の
一
部
と
し
て
論
評
さ
れ
た
事
例
を
別
に
す
れ
ば
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
日
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
長
上
り
日
本
復
航
運
賃
同
盟
(
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地
方
議
長
宛
に
送
付
さ
れ
た
、
そ
の
照
会
に
対
す
る
回
答
者
が
故
初
の
も
の
と
忠
わ
札
る
口
第
二
次
世
界
戦
争
直
後
の
本
邦
の
貿
易
は
、
輸
出
入
共
に
国
営
方
式
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
秋
頃
上
り
、
少
く
と
も
輸
出
に
つ
い
て
は
民
間
貿
易
に
復
帰
し
、
貿
易
総
額
も
昭
和
二
十
一
年
を
一
0
0と
す
れ
ば
、
二
十
二
年
は
一
七
一
、
二
十
三
年
は
一
一
一
ニ
O
、
二
十
四
年
は
三
四
二
と
大
幅
な
上
昇
を
示
す
に
到
っ
た
。
然
る
に
当
時
の
木
邦
海
運
は
相
一
く
少
数
の
外
航
適
格
船
を
有
ク
に
過
ぎ
や
J
そ
の
活
動
範
囲
は
僅
か
に
沿
岸
航
路
及
び
一
部
の
近
海
航
路
に
限
ら
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
我
が
国
の
貿
易
総
額
の
増
大
に
伴
い
、
好
機
到
れ
り
と
、
日
本
海
運
の
空
白
に
つ
け
と
ん
で
外
国
の
船
会
社
が
日
本
を
中
心
と
す
る
遠
洋
定
期
航
路
に
腫
を
接
し
て
進
出
し
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
、
日
本
を
め
ぐ
る
主
要
外
国
航
路
に
日
本
の
船
会
社
を
合
ま
な
い
外
国
の
船
会
社
の
み
に
よ
る
海
運
同
盟
が
漸
次
復
活
結
成
さ
れ
る
乙
と
ふ
た
ク
た
ロ
就
中
日
本
か
ら
欧
洲
諮
港
向
け
の
航
路
に
沿
い
て
は
極
東
復
航
運
賃
同
盟
(
吋
旬
開
g
g
S
F
E
m宮
。
。
口
問
。
門
g
R
l出
0
5
0
4
h
R
3が
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た
。
戦
争
前
と
の
航
路
を
支
配
し
て
い
た
海
運
同
盟
は
極
東
復
航
同
盟
(出。
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で
あ
り
、
と
れ
ば
同
盟
内
部
規
約
と
し
て
就
航
路
隻
数
、
積
揚
地
、
船
種
、
運
賃
卒
及
び
特
殊
貨
物
の
積
取
り
と
そ
の
運
賃
率
等
に
つ
い
て
強
力
志
制
限
規
定
を
有
ち
、
又
対
荷
主
契
約
と
し
て
は
運
賃
延
戻
制
を
採
用
し
、
荷
主
と
緊
密
な
結
合
を
維
持
し
て
、
盟
外
胎
の
活
動
を
殆
ん
ど
不
可
能
な
ら
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
次
大
戦
の
勃
発
に
伴
い
自
然
そ
の
機
能
は
全
面
的
に
崩
壊
す
る
と
と
を
余
依
た
く
さ
れ
た
。
戦
争
が
終
始
を
告
げ
る
や
、
英
国
系
の
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・
等
に
よ
っ
て
同
盟
が
復
活
さ
れ
、
そ
の
名
称
を
極
東
復
航
運
賃
同
盟
と
改
め
た
l
後
日
更
に
日
本
復
航
運
賃
同
盟
と
改
称
さ
れ
た
l
口
本
同
盟
に
加
入
申
請
を
し
た
我
が
国
の
船
会
社
三
社
の
中
、
戦
前
の
加
盟
実
績
を
有
ク
日
本
郵
船
と
大
阪
商
船
に
つ
い
て
は
承
認
を
与
え
た
が
、
多
数
の
待
主
及
び
経
済
団
体
の
支
持
を
符
て
加
入
を
申
込
ん
だ
三
井
船
舶
は
昭
和
二
十
パ
年
二
月
に
そ
れ
を
拒
否
さ
れ
た
。
そ
こ
で
三
井
船
舶
は
同
盟
に
対
し
て
再
考
慮
を
要
望
す
る
と
共
に
も
し
加
入
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
盟
外
配
船
も
己
む
を
符
な
い
旨
を
申
入
れ
た
が
、
同
盟
は
船
腹
過
剰
と
日
本
に
対
す
る
割
当
て
は
二
社
で
充
分
と
言
う
理
由
で
依
然
と
し
て
初
志
を
判
明
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
三
井
船
舶
は
、
将
来
の
加
盟
を
期
待
し
つ
え
、
又
同
盟
と
無
用
の
摩
擦
を
避
け
る
意
図
の
下
に
、
同
年
三
月
、
京
航
世
外
一
周
航
路
と
し
て
パ
ナ
マ
経
由
欧
洲
向
け
定
期
配
船
(
月
一
航
海
)
を
開
始
し
た
。
同
盟
契
約
荷
主
の
中
に
も
三
井
船
舶
の
こ
の
船
便
を
利
用
す
る
も
の
が
現
わ
れ
た
の
で
、
同
盟
は
回
h
竿
を
配
布
し
て
、
航
路
の
い
か
ん
に
関
せ
十
、
仕
向
地
が
欧
洲
諸
港
で
あ
れ
ば
、
契
約
荷
主
の
取
扱
う
金
貨
物
が
一
千
運
送
契
約
に
よ
ク
て
拘
束
三
れ
る
旨
を
通
告
し
た
口
同
盟
は
更
に
同
年
九
月
、
欧
洲
の
荷
受
人
に
対
し
回
竿
を
配
布
し
て
三
井
船
舶
の
拾
を
利
用
し
な
い
よ
う
程
え
の
圧
迫
手
段
に
訴
え
た
が
、
と
の
よ
う
な
同
盟
の
態
度
に
好
意
左
寄
せ
や
オ
ヲ
γ
グ
、
ド
イ
ツ
等
の
北
海
乙
仲
組
合
の
ご
と
き
三
井
船
舶
を
支
持
す
る
旨
を
公
然
と
戸
明
す
る
者
も
現
わ
れ
た
。
同
盟
と
三
井
船
舶
と
の
間
の
闘
争
が
激
化
す
る
に
及
ん
で
、
三
井
船
舶
は
京
航
世
界
一
周
船
の
配
船
主
月
二
航
海
に
増
加
し
、
新
規
に
回
航
ス
エ
ズ
経
由
欧
州
向
け
定
期
配
給
(
月
一
航
海
)
を
開
始
す
る
に
到
ク
た
D
か
L
る
事
態
の
下
で
は
、
飽
く
ま
で
も
三
井
船
舶
の
盟
外
配
給
を
阻
止
せ
ん
と
し
て
、
同
盟
契
約
運
賃
よ
り
も
一
割
内
外
低
慌
た
迩
賃
の
三
井
船
舶
の
船
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
日
本
側
荷
主
及
び
欧
洲
側
荷
受
人
に
対
し
て
種
々
の
排
他
的
誘
引
強
制
手
段
の
強
化
を
同
盟
が
企
図
す
る
と
と
は
自
然
の
理
で
あ
る
口
乙
t
A
に
盟
外
船
積
特
免
条
項
の
改
訂
を
め
ぐ
る
紛
争
の
発
生
を
見
る
の
で
あ
る
。
当
事
者
の
一
方
た
る
日
本
復
航
迩
賃
同
盟
が
予
て
よ
り
採
用
し
て
い
る
貨
物
運
送
契
約
(
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第
六
条
に
よ
れ
ば
、
「
緊
急
も
し
く
は
他
の
特
別
な
事
前
の
場
合
に
は
、
地
方
議
長
は
盟
外
船
に
よ
る
船
積
み
を
許
可
す
る
。
も
し
外
国
の
民
千
が
、
可
・
0
・
切
・
給
額
み
の
場
合
、
船
積
み
の
な
さ
れ
る
拾
を
指
定
す
る
た
ら
ば
、
又
も
し
同
船
が
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
J
T
Y
パ
ー
で
た
い
運
送
人
に
上
ク
て
運
営
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
か
え
る
船
積
み
は
本
契
約
か
ら
除
外
さ
れ
、
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
四
経
営
と
経
済
四
四
待
主
は
罰
則
を
受
け
る
乙
と
な
く
し
て
自
由
に
船
積
み
を
な
す
乙
と
が
で
き
る
口
(
契
約
)
迩
送
人
は
、
か
ふ
る
外
国
の
買
手
が
先
十
運
送
人
と
の
契
約
に
岩
名
し
な
い
限
り
、
第
一
条
に
指
定
さ
れ
た
仕
向
地
向
け
に
、
運
送
人
の
拾
で
、
同
外
国
の
買
手
宛
も
し
く
は
同
人
に
よ
っ
て
託
送
さ
れ
る
爾
後
の
貨
物
に
つ
い
て
、
契
約
運
賃
を
以
後
拒
否
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
」
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
盟
は
か
L
る
窮
境
を
打
開
す
る
為
め
に
と
の
条
項
の
一
部
に
修
正
を
加
え
ん
と
す
る
策
を
打
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
地
方
議
長
は
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
経
済
部
長
に
書
簡
を
送
り
、
現
行
貨
物
運
送
契
約
書
式
の
第
六
条
中
、
「
も
し
外
国
の
買
手
が
、
司
・
0
・回・
姶
積
み
の
場
合
、
恰
積
み
の
注
さ
れ
る
船
主
指
定
す
る
な
ら
ば
」
(
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と
あ
る
の
を
、
「
も
し
外
国
の
買
手
が
、
同
・
0
・
回
・
始
積
み
の
場
合
、
そ
の
信
用
状
に
胎
積
み
す
る
船
舶
の
実
際
名
称
を
指
定
す
る
な
ら
ば
」
(
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と
一
一
一
円
う
丈
一
一
一
口
に
訂
正
し
た
い
と
思
う
が
、
委
員
会
の
立
向
は
い
か
ど
か
と
の
打
診
を
試
み
た
。
と
tλ
で
目
を
転
じ
て
、
本
問
題
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
者
で
・
あ
る
荷
主
、
一
二
井
船
舶
及
び
同
盟
の
見
解
乃
至
主
民
主
窺
っ
て
見
ょ
う
。
全
日
本
輸
出
組
合
運
賃
委
員
会
の
立
見
同
盟
の
前
記
の
照
会
に
捺
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
が
と
れ
に
ク
い
て
全
日
本
輸
出
組
合
運
賃
委
員
会
に
立
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
次
の
上
う
な
理
由
で
、
乙
れ
に
反
対
の
意
向
を
表
明
し
た
D
(
I
)
乙
の
改
訂
は
一
見
す
る
と
盟
外
船
積
み
の
立
一
託
手
続
の
み
を
改
め
ん
一
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
現
行
の
町
・
0
・
∞
・
の
除
外
規
定
は
可
・
。
・
切
・
契
約
口
聞
に
対
す
る
船
積
み
は
海
外
の
賀
子
の
自
由
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
自
由
と
利
益
を
尊
宣
す
べ
き
で
あ
る
と
一
一
一
口
う
観
点
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
改
訂
は
そ
の
自
由
と
利
益
を
放
棄
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
正
常
な
る
貿
易
の
進
展
を
阻
害
し
、
叉
同
盟
の
独
占
性
左
前
進
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
独
占
禁
止
法
の
精
神
に
違
反
す
る
恨
れ
が
あ
る
。
(
E
)
事
務
的
に
も
若
干
の
問
題
が
あ
る
口
即
ち
(
イ
)
信
用
状
開
設
の
時
本
船
名
が
未
決
定
の
場
合
も
あ
る
口
(
ロ
)
信
用
状
の
到
着
が
船
積
み
間
際
の
時
に
は
同
盟
側
へ
の
手
続
き
が
困
難
と
な
る
吻
合
も
あ
る
。
(
ハ
)
信
用
状
に
よ
ら
な
い
決
済
条
件
の
輸
出
契
約
が
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
信
用
状
に
上
る
本
船
指
定
は
不
可
能
で
あ
る
口
(
ニ
)
信
用
状
の
写
し
の
提
出
は
商
取
引
の
秘
精
保
持
を
害
す
る
悦
い
れ
が
あ
る
。
三
井
船
舶
の
主
張
昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
五
日
、
三
井
船
舶
は
「
同
・
。
・
閉
・
の
文
書
を
同
盟
の
契
約
荷
主
に
配
布
し
た
。
(
I
)
司・
0
・回・
ω
E同V
B
O互
に
対
し
て
切
戸
HM10円
上
り
の
胎
名
指
定
あ
る
場
合
に
は
い
か
た
る
と
き
と
躍
も
わ
。
E
E
2
Q
ω
5
0
。
に
よ
り
Eω
ロ
の
『
ω
E
U
B
Oロ
昨
日
ω
O
M
8
5ロ件。弘
H
g
B
p
z
n。
E
E
2
ω
ロ
仏
H
E
o
m
E℃
H
V
2
2
片
足
。
同
O
B
ω
円以
wω
ロ
の
『
ω
E
U
B
mロ片
3
な
る
こ
と
が
明
示
せ
ら
れ
、
乙
れ
に
附
随
す
る
い
か
な
る
義
務
も
、
い
か
な
る
手
続
き
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
(
盟
外
拾
積
み
に
つ
い
て
の
事
前
詳
可
制
の
問
題
)
(
E
)
取
引
条
件
た
る
戸
¥
わ
開
設
の
時
期
は
拾
積
み
数
ヶ
月
前
の
場
合
も
あ
り
又
胎
積
み
直
前
の
場
合
も
あ
り
更
に
円
、
¥
の
を
取
組
ま
た
い
場
合
も
あ
ク
て
、
予
め
船
積
み
時
期
を
肋
突
し
特
定
船
名
を
指
定
す
る
と
と
は
元
来
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
わ
。
E
S
2
C
E
ω
。
∞
の
例
外
規
定
の
適
用
を
単
に
円
¥
内
面
に
恰
名
立
誠
ク
た
場
合
に
限
定
す
る
乙
と
は
、
荷
主
の
利
誌
と
格
成
を
著
し
く
肱
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
円
、
¥
わ
面
特
定
盟
外
船
名
指
定
の
問
題
)
指
定
に
依
る
開
口
円
。
志
向
蛤
積
に
関
し
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
趣
旨
日
本
部
始
の
見
解
明
皿
外
船
積
特
免
条
項
に
ク
い
て
三
井
治
舶
の
乙
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
、
同
年
十
月
八
日
、
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
一
メ
シ
パ
ー
で
あ
る
日
本
郵
船
は
、
「
欧
洲
復
航
同
盟
(
』
出
宍
い
)
荷
主
契
第
六
条
(
盟
外
船
積
特
免
条
項
)
に
つ
い
て
の
三
井
的
舶
の
宣
伝
、
主
張
に
対
す
る
同
盟
側
の
見
解
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
反
駁
を
加
え
る
と
共
に
同
盟
側
の
見
解
を
悶
明
し
た
。
(
I
〉
盟
外
船
積
み
に
ク
い
て
の
事
前
許
可
制
の
問
題
(
イ
)
盟
外
船
積
み
に
対
す
る
同
盟
の
事
前
詐
可
制
は
運
賃
同
盟
に
む
け
る
契
約
制
の
本
質
か
ら
来
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
.
契
約
注
賃
制
に
お
け
る
県
外
船
稲
村
免
条
項
な
め
ぐ
る
論
争
四
五
経
営
と
経
済
四
運
賃
同
盟
に
長
け
る
契
約
制
な
る
も
の
は
、
同
盟
側
が
一
定
の
契
約
運
賃
率
(
非
契
約
運
賃
率
よ
り
も
安
い
)
に
・
お
い
て
安
定
し
た
船
腹
を
契
約
荷
主
に
提
供
し
、
反
面
、
契
約
待
主
は
そ
の
全
出
刊
仰
を
同
盟
船
に
船
積
み
す
る
義
務
を
負
う
と
一
一
一
一
日
う
相
互
依
存
の
関
係
の
上
に
成
立
ク
も
の
で
あ
ク
て
、
も
し
角
川
主
.
が
同
盟
の
諒
解
な
く
し
て
二
点
的
に
盟
外
始
を
利
用
し
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
契
約
制
な
る
も
の
は
最
早
や
そ
の
存
在
の
意
義
が
な
い
B
』
出
宍
い
と
同
じ
く
契
約
制
を
採
用
し
て
い
る
欧
洲
同
盟
中
の
』
O
句
。
(
E
Bロ
。
5
4
R門
同
町
百
円
間
宮
内
。
巳
∞
円
。
ロ
8
)
均一回よい
(
町
民
間
ω
丘
町
円
。
釘
宮
内
。
ロ
向
。
吋
m
R
O
)
、
米
系
同
盟
た
る
香
港
l
北
米
太
平
洋
岸
同
盟
、
香
港
l
北
米
大
西
洋
岸
同
盟
、
海
峡
植
民
地
l
紐
育
同
盟
等
に
沿
い
て
も
、
か
ふ
る
趣
旨
か
ら
契
約
第
六
条
の
ご
と
き
盟
外
船
積
特
免
条
間
引
を
全
然
設
け
て
長
ら
十
、
M
Eよい
】
O
宍
U
司
一
何
一
宍
い
等
の
区
別
た
く
一
本
で
あ
ク
た
戦
前
の
欧
洲
同
盟
に
司
お
い
て
も
と
の
麗
の
規
定
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
、
外
国
の
回
口
三
円
の
我
が
国
花
駐
の
為
め
一
時
司
・
0
・
悶
・
輸
出
が
ム
へ
き
い
ウ
ェ
イ
T
を
占
め
て
い
た
特
殊
事
情
を
背
景
と
し
、
米
国
占
領
行
政
の
影
剤
一
を
強
く
受
け
て
い
た
当
時
の
公
正
取
引
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
欧
洲
同
盟
が
]
出
司
の
に
限
っ
て
こ
の
規
定
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
契
約
制
の
原
則
か
ら
見
れ
ば
む
し
ろ
変
則
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
従
ク
て
契
約
制
に
長
け
る
盟
外
船
積
特
免
の
趣
旨
は
、
契
約
荷
主
の
同
盟
支
持
と
同
盟
船
積
み
へ
の
努
力
を
当
然
の
前
提
と
し
、
契
約
荷
主
が
同
盟
船
積
み
の
努
力
を
し
た
に
も
拘
ら
や
そ
れ
が
不
可
能
な
る
場
合
を
考
慮
し
た
も
の
に
す
ぎ
や
、
契
約
荷
主
が
盟
外
船
積
特
免
を
受
け
ん
と
す
る
以
ど
、
同
盟
に
挙
誌
の
上
そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
事
前
に
そ
の
許
可
を
受
く
べ
き
と
と
は
契
約
制
の
本
質
か
ら
来
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
(
ロ
)
]
出
町
わ
契
約
第
六
条
に
対
す
る
三
井
の
解
釈
は
曲
解
で
あ
る
。
三
井
が
司
・
0
・
回
・
回
口
三
月
指
定
の
場
合
の
盟
外
船
積
み
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
義
務
も
手
続
き
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
技
大
の
論
拠
は
』
出
司
わ
契
約
第
六
条
の
丈
一
一
一
日
解
釈
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
乙
れ
も
同
条
左
上
り
詳
細
に
考
察
す
れ
ば
明
ら
か
に
曲
解
で
あ
る
。
即
ち
、
同
条
は
左
記
の
通
り
先
中
緊
急
(
例
え
ば
戸
¥
わ
期
限
切
れ
に
も
拘
ら
宇
同
盟
の
適
飴
が
た
い
と
一
一
白
う
が
ご
と
き
)
又
は
そ
の
他
特
別
の
事
情
あ
る
場
合
、
戸
。
。
ω円《
U
E一
円
日
告
が
毘
外
船
積
み
を
=~RBEWW
す
る
こ
と
の
あ
る
旨
を
総
括
的
に
規
定
し
、
次
い
で
特
殊
な
事
情
あ
る
場
合
の
一
例
と
し
て
可
・
。
・
回
・
回
-LM12
の
盟
外
船
積
指
定
あ
る
場
合
を
挙
げ
て
い
る
が
、
三
井
の
解
釈
は
例
示
規
定
た
る
町
・
。
・
回
・
回
口
U
1
2
の
盟
外
船
積
指
定
の
点
の
み
を
切
離
し
、
と
れ
を
以
て
同
盟
が
句
・
0
・
悶
・
四
戸
恒
三
吋
指
定
の
場
合
の
盟
外
船
積
み
を
、
個
々
の
事
実
の
確
認
を
経
や
し
て
、
包
括
的
に
承
認
し
た
も
の
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
総
括
規
定
と
例
示
規
定
と
の
関
係
を
全
く
無
祝
し
た
も
の
と
言
わ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〈
ハ
)
同
盟
が
匂
・
0
・
回
・
出
口
M
1
2
の
指
定
に
よ
る
盟
外
船
積
特
免
を
行
う
場
合
に
荷
主
に
対
し
て
事
前
に
書
面
に
よ
る
立
証
左
求
め
る
と
と
は
正
当
で
あ
る
0
・
前
述
し
た
と
乙
ろ
に
よ
り
、
司
・
0
・
回
・
∞
ロ
百
円
指
定
に
よ
る
盟
外
船
積
み
も
当
然
事
前
に
F
o
g
-
わ
富
一
吋
日
ωロ
の
E
U
R
B
E
w
w
を
要
す
る
乙
と
は
明
ら
か
と
た
っ
た
が
、
匂
出
匂
わ
契
約
第
六
条
が
と
の
点
を
単
に
E
F
o
g
-
わ吋
5
5
H
M
g
岳
ω口
一
句
。
円
包
仲
=
と
の
み
規
定
し
E
F円
包
件
3
の
手
続
内
容
を
明
示
し
て
い
な
い
と
と
ろ
か
ら
、
三
井
は
同
盟
が
E
U
2
5一昨
3
に
先
立
っ
て
荷
主
に
対
し
司・
0
・
回
・
回
ロ
U
1
0
門
の
盟
外
船
積
指
定
の
あ
っ
た
事
実
を
立
証
す
る
書
面
(
当
号
件
。
ロ
官
。
cc
の
提
出
を
求
め
る
乙
と
を
不
都
合
な
り
と
主
張
す
る
。
然
し
訟
が
ら
F
o
g
}
わ
}
昌
吉
出
き
が
個
々
の
盟
外
船
積
み
の
g
s
に
ク
い
て
匂
R
B芹
す
べ
き
事
由
に
該
当
す
る
や
否
や
を
確
認
す
る
乙
と
が
先
十
必
要
で
あ
り
、
そ
の
事
実
確
認
の
為
め
に
書
面
に
よ
る
立
一
止
を
求
め
る
と
と
は
当
然
で
あ
っ
て
、
決
し
て
契
約
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
白
と
の
点
に
つ
い
て
、
』
国
司
の
の
契
約
書
に
範
を
と
っ
、
た
日
本
!
涼
洲
、
日
本
l
イ
γ
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
|
泰
、
ー
日
本
l
琉
球
、
日
本
l
ペ
ル
シ
ャ
湾
諸
同
盟
の
契
約
書
に
は
契
約
制
に
習
熟
し
な
い
一
部
荷
主
の
誤
解
を
慮
り
、
特
に
EH
片
付
宮
ω
E
B
R
u
g
-
品
G
R伊℃門戸
O
門
司
h
E
2
0ロ
匂
円
。
。
同
・
:
・
・
3
あ
る
い
は
E・・・
u
g
i
a
x
w仏
岳
ω
ω
E
U
U
2
P
S
Z
F
g
g同山
ω宮の円。円可
.
4司吋
-20ロ
o
i
ι
?
ロの
0
・::・
3
と
の
文
平
一
一
口
を
挿
入
し
て
い
る
。
〈
E
)
同
十
¥
(
い
面
特
定
盟
外
船
名
指
定
の
問
題
三
井
は
可
・
0
・
回
・
回
ロ
可
臼
指
定
に
よ
る
盟
外
船
積
み
に
つ
い
て
』
出
宍
い
契
約
条
項
の
解
釈
を
故
意
に
歪
曲
し
契
約
制
の
本
質
主
無
促
し
た
見
解
を
待
主
問
に
流
布
す
る
の
み
な
ら
十
、
同
国
貨
物
の
自
社
船
積
誘
引
策
と
し
て
、
荷
主
に
勧
め
て
例
え
ば
司
・
0
・
ω・
で
な
く
n・
H
・
町
・
で
あ
る
に
も
拘
ら
や
回
ロ
可
。
円
上
り
三
井
船
積
指
定
の
吉
2
2
2芯
ロ
を
取
付
け
可
・
0
・
∞
・
な
り
と
し
て
同
日
に
拠
出
し
た
り
、
回
}
M
M
1
2
を
わ
ざ
わ
ざ
吉
弘
ロ
8
し
て
吋
・
0
・
閉
・
に
変
え
し
め
三
井
船
積
み
を
勧
誘
す
る
等
の
行
為
を
行
わ
し
め
る
傾
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
問
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
四
七
経
営
と
経
済
四
戸、
向
が
最
近
顕
著
と
な
っ
て
い
る
口
同
盟
と
し
て
か
え
る
行
為
を
阻
止
し
得
な
い
原
肉
は
契
約
第
六
条
の
円
0
・
切
・
回
ロ
ヨ
円
の
盟
外
船
積
「
指
定
」
(
品
。
巴
mロ
凶
件
。
)
の
意
味
千
続
が
明
確
を
欠
い
で
い
る
為
め
で
、
一
部
待
主
か
ら
同
盟
円
、
。
g】
h
H
E
山口
5
ロ
に
対
し
て
、
乙
の
点
を
明
俗
化
せ
よ
と
の
要
求
が
あ
っ
た
。
上
っ
て
同
県
と
し
て
は
こ
の
「
指
定
」
を
η
・
『
・
可
-w
吋・
0
h
悶
・
の
区
別
を
誌
も
明
確
に
知
り
得
る
円
、
¥
れ
い
面
に
お
け
る
「
特
定
盟
外
船
名
の
指
定
」
に
限
定
す
る
乙
と
が
設
も
適
当
で
あ
り
、
荷
主
と
の
可
。
ロ
σぽ
防
止
に
役
立
つ
と
考
え
た
の
で
乙
の
旨
を
契
約
上
明
文
化
す
る
と
と
の
可
否
に
つ
い
て
F
2包
わ
E
山口
u
g
上
り
公
正
取
引
委
員
会
の
怠
向
を
打
診
し
た
の
で
あ
ク
て
、
そ
の
意
図
す
る
と
と
ろ
は
契
約
文
一
一
.
一
日
の
明
確
化
に
あ
り
、
決
し
て
第
六
条
を
強
化
し
荷
主
を
不
当
に
束
縛
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
公
正
取
引
委
員
会
は
本
件
に
ク
い
て
慎
重
な
る
考
慮
を
加
え
、
主
な
荷
主
上
り
そ
の
実
情
及
び
意
見
を
聴
取
し
た
後
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
日
付
書
簡
を
も
っ
て
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
四
号
)
、
海
上
運
送
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
人
七
号
)
及
び
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一
日
付
昭
和
二
十
四
年
(
判
)
第
四
号
極
東
運
賃
同
国
事
件
審
判
手
続
中
止
通
告
書
l
後
述
ー
に
示
さ
れ
た
条
件
に
服
し
て
、
改
訂
案
、
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
現
行
契
約
書
式
及
び
日
本
か
ら
欧
洲
向
け
輸
出
貿
易
及
び
運
輸
の
実
情
を
綜
合
的
に
見
る
と
、
も
し
運
賃
同
問
が
改
訂
案
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
上
司
の
法
律
及
び
審
判
手
続
中
止
通
告
書
に
示
さ
れ
た
条
件
に
実
質
的
に
違
反
す
る
怯
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
委
員
会
と
し
て
は
、
運
賃
同
取
が
改
訂
栄
を
実
施
す
る
こ
と
を
承
認
で
き
な
い
旨
を
日
本
復
航
運
賃
同
問
の
地
方
議
長
に
凶
答
し
、
乙
tλ
に
本
問
題
も
一
段
落
を
見
た
の
で
あ
る
口
向
、
三
井
船
舶
は
、
前
掲
の
文
書
で
、
「
同
国
で
は
戸
。
・
回
・
契
約
に
上
り
回
ロ
M
1
2
指
定
を
以
っ
て
間
外
給
積
み
を
な
す
場
合
、
荷
主
に
対
し
船
積
み
前
に
予
め
所
前
な
U
E
oプ
宅
円
E
Z
ロ
M
M
円
。
。
守
の
拠
出
を
求
め
同
盟
の
F
o
g
-
わ
『
包
門
B
g
が
と
れ
に
承
認
を
与
え
る
よ
う
公
正
取
引
委
員
会
の
承
認
を
求
め
た
が
、
そ
の
是
認
す
与
と
乙
ろ
と
な
ら
や
却
下
さ
れ
た
」
旨
を
指
摘
し
て
い
る
(
註
)
ロ
と
の
間
の
治
息
に
ク
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
口
日
本
復
航
運
賃
同
胞
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
、
公
正
取
引
委
日
会
に
対
し
て
、
契
約
第
六
条
の
改
訂
即
ち
現
行
契
約
で
は
「
も
し
外
国
の
買
手
が
、
可
・
0
・
回
・
船
積
み
の
場
合
、
船
積
み
の
な
さ
れ
る
船
主
指
定
す
る
な
ら
ば
」
と
言
う
丈
一
一
一
口
を
「
問
問
書
記
の
認
容
し
得
べ
き
事
前
の
書
託
を
荷
主
が
提
出
し
た
と
き
は
」
と
修
正
す
ベ
く
申
詰
し
、
克
に
翌
五
月
に
は
「
荷
主
が
同
県
書
記
に
書
誌
を
提
出
し
た
と
き
は
」
と
変
更
し
た
い
が
い
か
ど
か
と
一
一
一
ロ
う
申
出
が
あ
っ
た
が
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
同
年
八
月
、
「
本
委
員
会
と
し
て
は
、
乙
の
問
題
は
運
賃
同
盟
と
貿
易
業
者
と
の
問
の
友
好
的
な
話
合
い
で
解
決
す
る
こ
と
が
設
も
望
ま
し
い
と
の
見
地
に
立
っ
て
い
る
。
従
っ
て
両
者
の
問
に
円
満
な
諒
解
が
成
立
し
て
、
乙
れ
を
諒
承
し
た
場
合
を
除
き
、
同
開
が
乙
の
上
う
た
条
項
の
改
訂
を
行
う
乙
と
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一
日
付
本
委
員
会
か
ら
同
盟
宛
の
審
判
手
続
中
止
通
告
書
に
示
さ
れ
た
趣
意
に
反
す
る
か
ら
、
委
員
会
と
し
て
は
と
れ
を
承
認
す
る
と
と
が
で
き
な
い
」
旨
の
書
簡
を
同
県
に
送
ク
て
、
そ
の
改
訂
案
を
拒
否
し
た
D
次
い
で
、
時
間
的
に
は
前
後
す
る
が
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
日
付
公
正
取
引
委
員
会
よ
り
日
本
復
航
運
賃
問
問
宛
書
簡
の
中
で
言
及
さ
れ
た
極
東
運
賃
同
盟
事
件
審
判
手
続
中
止
通
告
書
に
つ
い
て
、
本
件
は
い
か
な
る
事
情
の
下
に
発
生
し
、
本
通
告
書
は
い
か
な
る
趣
旨
を
盛
込
ん
で
い
る
か
、
一
管
を
試
・
み
工
う
。
日
本
か
ら
欧
洲
諸
港
向
け
杭
路
上
に
、
極
東
復
航
運
賃
岡
県
l
日
本
復
抗
運
賃
同
盟
の
前
身
ー
が
戦
後
い
ち
早
く
結
成
さ
れ
た
と
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
D
同
盟
は
、
民
間
貿
易
再
開
に
伴
い
、
昭
和
二
十
四
年
の
初
頭
よ
り
日
本
の
荷
主
た
る
貿
易
業
者
に
対
し
て
貨
物
運
送
契
約
l
一
手
運
送
契
約
!
へ
の
署
名
を
要
求
し
、
大
部
八
万
の
日
本
荷
主
は
乙
れ
を
受
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
契
約
運
賃
制
の
意
味
も
し
く
は
内
容
も
充
八
γ
理
解
せ
や
、
唯
詰
わ
れ
る
ま
L
に
契
約
を
締
結
し
た
荷
主
が
大
部
令
で
あ
り
、
か
く
し
て
日
本
の
契
約
荷
主
が
匂
・
0
・
国
・
条
件
に
も
と
づ
い
て
外
国
の
買
手
の
指
定
し
た
県
外
拾
に
胎
積
み
し
た
為
め
に
、
同
盟
か
ら
巨
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
事
件
を
惹
起
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
端
緒
と
な
ク
て
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
極
東
復
抗
運
賃
同
盟
、
加
盟
船
会
社
及
び
一
手
運
送
契
約
に
署
名
せ
る
日
本
の
輸
出
業
者
百
余
社
を
彼
審
人
と
し
て
、
被
審
人
は
運
賃
を
協
定
し
、
不
当
な
差
別
運
賃
を
設
け
、
運
送
契
約
を
不
当
に
勧
誘
し
、
契
約
を
通
じ
て
待
主
主
不
当
に
拘
束
し
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
、
と
れ
等
の
事
実
は
私
的
独
占
禁
止
法
の
第
三
条
の
「
不
当
な
取
引
制
限
」
、
第
十
九
条
の
「
不
公
正
な
取
引
方
法
」
等
に
該
当
し
、
同
法
及
び
事
業
者
団
体
法
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
一
九
一
号
〉
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
審
判
開
始
左
決
定
し
た
D
荷
主
は
一
応
同
盟
の
排
他
的
契
約
起
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
四
九
経
営
と
経
済
五
O 
独
占
の
非
を
認
め
た
が
、
附
合
契
約
的
性
格
を
有
つ
一
手
運
送
契
約
へ
の
署
名
l
契
約
運
賃
制
へ
の
参
加
l
は
己
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ク
て
、
違
法
で
は
な
い
旨
主
張
し
た
一
。
加
盟
船
主
の
中
あ
る
者
は
、
日
本
国
内
に
総
代
理
底
を
有
た
歩
、
従
ク
て
争
訟
上
の
代
理
権
を
有
し
た
い
特
約
代
理
庖
に
対
し
て
執
ら
れ
た
独
占
禁
止
法
上
の
手
続
き
は
無
効
で
あ
る
と
言
う
理
由
の
下
に
、
答
弁
書
の
提
出
を
拒
否
し
、
又
そ
の
他
の
船
主
は
独
占
禁
止
法
違
反
の
事
実
を
否
認
し
、
た
と
い
競
争
を
制
限
し
、
独
占
が
生
じ
て
も
、
運
賃
の
安
定
と
一
一
一
一
口
う
公
共
の
利
益
に
合
致
す
る
限
り
、
違
法
で
は
な
い
と
す
る
見
地
か
ら
、
審
判
開
始
決
定
の
棄
却
を
主
張
し
た
。
就
中
、
海
運
同
県
及
び
契
約
運
賃
制
は
世
界
的
に
是
認
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
と
一
一
日
う
と
と
が
強
く
指
摘
さ
れ
た
。
と
の
よ
う
な
外
国
応
主
の
主
張
も
あ
ク
て
、
審
判
開
始
決
定
一
ヶ
月
余
後
の
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
、
米
国
の
一
九
一
六
年
の
∞
町
一
℃
立
ロ
ぬ
k
r
o
n
に
倣
っ
た
海
上
運
送
法
の
制
定
公
布
を
見
た
口
同
法
の
規
定
に
上
ク
て
、
同
盟
の
運
賃
協
定
自
体
は
私
的
独
占
禁
止
法
の
迎
用
除
外
と
な
ク
て
も
、
猶
契
約
運
賃
制
に
-
お
け
る
諸
条
項
が
海
上
運
送
法
第
二
十
八
条
但
書
の
不
公
正
た
競
争
方
法
及
び
私
的
独
占
禁
止
法
上
の
不
当
な
取
引
制
限
並
に
不
公
正
な
取
引
方
法
に
設
当
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
審
判
開
始
決
定
は
取
治
さ
れ
る
と
と
ふ
な
ら
な
か
っ
た
?
又
占
領
下
と
一
一
一
口
う
特
殊
事
情
に
h
お
い
て
、
敗
戦
国
の
官
庁
が
欧
米
諸
国
の
船
会
社
を
違
法
と
し
て
審
判
す
る
と
と
は
、
連
合
国
側
と
し
て
は
こ
れ
を
不
満
と
し
、
外
交
団
を
通
じ
て
、
占
領
当
局
や
米
国
国
務
省
等
の
各
方
面
に
本
審
判
取
泊
し
の
要
請
を
行
っ
た
一
幕
も
あ
っ
た
が
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
審
判
の
既
定
方
針
は
堅
持
さ
れ
た
。
然
し
な
が
ら
事
件
の
実
際
的
取
扱
い
と
し
て
は
、
占
領
、
下
と
一
一
一
口
う
特
殊
事
情
、
国
際
的
反
郷
」
日
等
を
考
慮
し
て
、
審
判
廷
に
長
け
る
審
判
官
の
被
審
人
容
訊
と
一
一
一
口
う
形
式
を
取
ら
守
、
公
正
取
引
委
員
会
ど
同
県
と
の
聞
の
非
公
式
の
折
簡
に
上
ク
て
、
問
題
を
処
理
す
る
と
と
に
決
っ
た
。
同
県
も
公
正
取
引
委
員
会
の
主
張
を
容
れ
て
、
同
県
は
自
発
的
に
契
約
条
項
を
改
訂
す
る
と
一
一
一
日
う
諒
解
が
成
立
し
、
乙
・
・
・
・
λ
に
審
判
手
続
一
時
中
止
の
措
置
が
採
ら
れ
る
乙
と
ふ
友
ク
た
。
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
、
公
正
取
引
委
員
会
は
極
東
運
賃
同
盟
に
審
判
手
続
中
止
通
知
書
を
送
達
し
た
口
委
員
会
は
、
極
東
運
賃
同
問
事
件
に
合
ま
れ
て
い
る
諮
問
題
の
複
雑
出
と
、
本
事
件
に
対
し
て
公
正
且
妥
当
友
審
決
左
下
す
に
は
相
当
の
時
日
を
必
要
と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
点
と
を
考
慮
し
て
、
同
県
が
、
直
ち
に
そ
の
契
約
荷
主
と
の
現
行
契
約
を
変
更
、
修
正
又
'
は
取
治
す
為
め
に
必
要
な
措
泣
を
取
り
且
そ
れ
等
変
更
、
修
正
又
は
取
泊
し
の
内
容
が
、
次
に
記
裁
す
る
と
こ
ろ
に
合
致
す
る
と
と
を
条
件
と
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
六
ヶ
月
の
間
本
件
の
審
判
手
続
を
一
時
中
止
す
る
決
定
を
下
し
た
。
と
の
条
件
に
よ
れ
ば
、
盟
外
船
積
特
免
条
項
に
関
し
て
は
、
「
外
国
の
買
取
人
が
積
込
船
を
指
定
す
る
可
・
。
・
悶
・
積
出
し
の
場
合
に
は
乙
れ
を
同
盟
契
約
の
適
用
除
外
と
す
る
乙
と
を
明
記
す
る
と
共
に
、
契
約
荷
主
は
か
t
A
る
場
合
に
、
お
い
て
は
い
か
長
る
罰
則
又
は
制
裁
を
も
受
け
る
と
と
な
し
に
、
国
外
拾
を
利
用
し
て
積
出
し
を
た
す
と
と
が
で
き
る
」
旨
の
規
定
が
、
修
正
新
契
約
書
中
に
合
主
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
盟
外
船
積
特
免
条
項
に
対
す
る
公
正
取
引
委
員
会
の
右
の
基
本
的
態
度
は
、
更
に
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
付
委
員
会
事
務
局
長
よ
り
日
本
太
平
洋
横
断
運
賃
同
盟
(
叶
5
5七
日
以
宮
町
日
夜
z
n。
ぇ
2
2
8
。同
y
u
g
)
並
に
日
本
大
西
洋
岸
及
び
ガ
ル
ブ
運
賃
同
盟
(
宮
司
ωロ
〉
同
冨
ロ
立
の
貯
の
巳
同
町
お
山
mzn。ロ
P
5
2。
)
宛
の
書
簡
に
沿
い
て
、
再
確
認
さ
れ
た
。
右
同
盟
の
法
律
顧
問
弁
護
士
は
、
予
て
よ
り
、
日
本
か
ら
合
衆
国
向
け
抗
路
に
沿
け
る
契
約
運
賃
制
実
施
に
関
し
て
公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
て
、
海
上
運
送
法
及
び
私
的
独
占
禁
止
法
か
ら
見
た
適
法
性
に
つ
い
て
照
会
を
発
し
て
い
た
口
時
あ
た
か
も
、
両
岡
田
と
イ
ス
プ
ラ
γ
チ
エ
シ
社
(
r
u
gロ
含
ω
g
h
w
n
p
H口
。
・
)
と
の
間
に
は
、
同
制
度
の
適
法
性
い
か
ん
を
め
ぐ
ク
て
、
米
国
合
衆
国
の
連
邦
海
事
委
員
会
及
び
裁
判
所
在
舞
台
に
、
激
し
い
論
争
が
繰
展
げ
ら
れ
て
い
た
最
中
で
あ
り
、
乙
れ
は
日
本
政
府
か
ら
契
約
運
賃
制
に
ク
い
て
の
承
認
書
を
取
得
し
て
、
裁
判
所
の
判
決
を
少
し
で
も
有
利
に
せ
ん
と
す
る
下
心
で
な
さ
れ
た
気
配
が
窺
わ
れ
る
口
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
公
正
取
引
安
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
版
・
誌
に
接
し
て
、
民
互
に
検
討
し
た
後
、
「
現
在
扶
が
国
で
は
、
運
賃
同
盟
の
契
約
運
賃
制
は
海
上
運
送
法
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
条
並
に
独
占
禁
止
法
第
十
九
条
(
昭
和
二
十
八
年
一
月
二
十
四
日
公
正
取
引
委
員
会
告
示
第
一
号
を
含
む
)
等
の
各
条
項
に
反
し
な
い
限
り
、
独
占
禁
止
法
の
適
用
除
外
と
し
て
適
法
T
と
さ
れ
て
い
る
口
他
の
不
公
定
た
競
争
方
法
を
伴
わ
な
い
契
約
運
賃
制
に
関
す
る
限
り
、
委
員
会
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一
日
付
極
東
復
杭
運
賃
同
民
事
件
に
関
す
る
審
判
手
続
中
止
通
告
書
に
示
さ
れ
た
諸
原
則
を
具
備
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
積
極
的
に
措
置
を
取
っ
て
い
な
い
」
旨
を
回
答
し
そ
の
熊
度
を
明
ら
か
に
し
た
ロ
(
註
)
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
部
船
は
、
「
欧
洲
復
抗
同
盟
二
国
司
わ
)
荷
主
契
約
第
六
条
(
盟
外
崎
積
特
危
条
項
)
に
つ
い
て
の
三
井
船
舶
の
宣
伝
、
主
張
に
対
す
る
同
盟
側
の
見
解
」
に
お
い
て
、
「
』
出
吋
の
契
約
第
六
条
に
つ
い
て
昭
和
二
十
八
年
五
月
荷
主
(
木
下
商
居
)
よ
り
一
部
荷
主
の
誤
解
を
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
五
経
世
口
と
経
済
避
け
る
為
治
、
右
趣
旨
を
明
記
し
て
は
い
か
ん
と
の
申
入
れ
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
公
正
取
引
委
員
会
に
内
々
の
諒
解
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
他
の
有
力
荷
主
筋
の
意
見
そ
徴
し
て
は
い
か
ん
と
の
意
見
で
あ
っ
た
の
で
談
合
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
荷
、
互
の
一
部
に
は
か
か
る
改
訂
に
反
対
の
意
見
も
あ
り
、
努
々
三
井
盟
外
配
船
開
始
直
後
で
あ
っ
た
の
で
こ
の
点
に
つ
い
て
談
合
す
る
の
は
本
条
へ
の
荷
主
の
関
心
を
集
め
る
結
果
と
な
り
面
白
か
ら
ず
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
従
っ
て
三
井
が
本
件
を
公
正
鼠
引
委
員
会
か
ら
却
下
さ
れ
た
と
宣
伝
し
て
い
る
の
は
全
く
事
実
証
一
恨
の
臆
測
に
過
ぎ
な
い
」
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
、
真
相
を
確
認
寸
る
に
足
る
、
資
料
が
、
手
許
に
な
い
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
五
三
、
合
衆
国
連
邦
海
事
委
員
会
の
態
度
米
国
合
衆
閏
に
沿
い
て
は
、
夙
に
コ
モ
シ
・
ロ
1
(
g
B
B。
ロ
宮
司
)
の
下
に
、
契
約
運
賃
制
は
、
裁
判
所
に
上
っ
て
、
そ
の
是
非
が
審
議
さ
れ
、
更
に
一
九
一
六
年
ω
E
E】E
m
〉
の
け
が
制
定
さ
れ
て
以
降
、
連
邦
海
事
委
員
会
設
に
そ
の
前
身
及
び
裁
判
所
に
よ
っ
て
本
制
度
が
取
扱
わ
れ
た
事
件
は
、
枚
挙
す
る
に
逗
が
な
い
が
、
本
稿
に
引
用
す
る
三
井
船
舶
会
社
〈
・
〉
コ
均
一
。
ゎ
自
主
百
ロ
ωEUH】
百
伺
円
。
J
E
P
W
2
0
}・
事
件
は
、
専
ら
契
約
運
賃
制
に
h
お
け
る
盟
外
始
積
特
免
条
項
の
解
釈
に
づ
い
て
、
述
邦
海
事
委
員
会
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
点
に
沿
い
て
、
特
に
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
井
治
舶
が
、
日
本
復
航
運
賃
同
盟
へ
の
加
入
申
込
拒
否
を
契
桜
と
し
て
、
航
世
界
一
周
航
路
を
開
設
し
た
と
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
井
船
舶
の
京
航
世
界
一
周
杭
路
(
欧
洲
か
ら
極
東
向
け
航
路
は
こ
れ
を
除
く
)
の
同
盟
関
係
を
見
る
と
、
日
本
!
北
米
間
に
つ
い
て
は
、
日
本
太
平
洋
横
断
運
賃
同
盟
及
び
日
本
大
西
洋
岸
及
び
ガ
ル
フ
運
賃
同
盟
、
北
米
か
ら
欧
洲
向
げ
の
貨
物
運
送
に
関
し
て
は
、
太
平
洋
岸
欧
洲
同
盟
(30山内古
C
c
s
一
回
口
円
。
。
ぬ
き
の
g
P
Rロ
の
ぬ
)
、
北
犬
同
洋
岸
か
ら
欧
洲
向
け
の
運
送
に
ク
い
て
は
、
北
大
西
洋
横
断
犬
陸
運
賃
同
盟
〈
Z
2
p・
kr昨
E
E芯
向
。
ロ
江
口
O
E丘
町
R
釘
}
凶
作
。
。
ぇ
2
2
8
)
が
夫
唱
え
支
配
し
て
い
る
。
と
と
ろ
で
、
三
井
ね
舶
の
加
盟
一
九
五
三
年
(
昭
和
二
十
八
年
)
三
月
、
パ
ナ
マ
経
由
京
状
況
を
眺
め
る
と
、
日
本
!
北
米
関
係
の
二
同
盟
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
杭
路
の
開
設
と
共
に
こ
れ
に
加
入
し
、
次
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
に
接
続
し
た
欧
洲
航
路
と
し
て
世
界
一
周
航
路
左
開
設
し
た
が
、
諸
涯
の
事
情
に
鑑
み
て
、
即
時
の
加
盟
を
見
合
わ
せ
、
日
本
復
航
運
賃
同
盟
加
盟
実
現
の
暁
に
二
同
盟
へ
参
加
せ
ん
と
す
る
態
度
を
採
づ
た
。
と
乙
ろ
が
北
米
太
平
洋
岸
か
ら
欧
洲
向
け
の
航
路
に
A
お
い
て
は
、
三
井
姶
舶
の
京
航
世
界
一
周
始
の
就
航
ま
で
盟
外
始
は
存
在
せ
や
ノ
、
比
較
的
安
定
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
同
盟
と
三
井
船
舶
の
聞
に
は
、
激
し
い
闘
争
が
展
開
さ
れ
、
間
流
に
は
、
同
盟
は
三
井
船
舶
を
相
手
取
り
、
不
正
競
争
方
法
の
採
用
を
理
由
に
し
て
、
連
邦
海
事
委
員
会
に
提
訴
し
、
他
方
三
井
船
舶
も
、
同
盟
の
採
用
す
る
契
約
運
賃
制
に
長
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
の
窓
意
的
解
釈
は
ω
E
U
1ロ
ぬ
〉
立
の
諸
規
定
に
違
反
す
る
と
し
て
、
同
盟
を
海
事
委
員
会
に
提
訴
す
る
に
到
っ
た
。
後
者
の
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
当
事
者
の
主
張
及
び
海
事
委
員
会
の
判
定
l
事
件
番
号
(
ロ
2
5
3
第
七
六
四
号
、
三
井
船
舶
〈
・
〉
ロ
m
z
n
m
w
g企
g
m
F
f立
ロ
m
n。-w
ピ
Q
-
w
立
と
・
事
件
、
以
下
同
社
等
を
同
盟
と
略
称
す
る
ー
を
追
及
す
る
の
が
本
稿
の
と
れ
か
ら
の
目
的
で
あ
る
。
本
件
の
審
判
手
続
(
胃
。
。
0
0
円
四
百
ぬ
)
は
、
一
九
五
四
年
十
月
五
日
に
提
出
さ
れ
た
申
立
て
(
g己
主
丘
三
)
に
基
い
て
台
り
、
そ
の
申
立
て
は
、
被
審
人
l
同
盟
も
し
く
は
そ
の
メ
シ
パ
1
1
は
、
不
正
た
、
強
制
的
な
、
差
別
的
な
且
違
法
な
慣
行
の
使
用
に
よ
っ
て
、
同
盟
と
の
一
手
運
送
契
約
の
当
事
者
で
な
い
外
国
の
賀
子
(
σ
Z
3
3及
び
荷
受
人
か
ら
、
同
人
が
合
衆
国
に
九
お
い
て
司
・
0
・
回
・
も
し
く
は
円
〉
-m・
条
件
で
購
入
し
た
商
品
左
中
立
人
l
三
井
治
舶
l
の
姶
で
運
送
す
る
権
利
を
奪
取
り
、
叉
賀
子
及
び
待
受
人
を
し
て
排
他
的
に
上
記
同
盟
メ
シ
パ
1
の
船
で
運
送
す
る
よ
う
強
制
し
て
、
一
九
一
六
年
の
印
『
6
1
D
ぬ
〉
立
の
第
十
四
条
(
三
号
)
、
十
五
条
、
十
六
条
及
び
十
七
条
(
註
)
，
に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
し
、
支
に
前
誌
の
強
制
及
び
俊
行
は
申
立
人
に
回
復
で
き
な
い
損
害
を
招
来
す
る
と
申
立
て
る
と
共
に
、
そ
の
停
止
命
令
並
に
損
害
賠
償
を
詰
求
し
た
D
一
九
五
五
年
一
月
三
日
、
被
審
人
は
申
立
て
に
対
し
て
答
弁
書
を
提
出
し
、
次
い
で
公
肱
会
が
同
年
五
月
九
日
乃
至
十
三
日
サ
γ
ブ
一
フ
γ
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
、
同
年
十
月
十
八
日
、
審
判
官
(
自
ω
E
E
O円
)
〉
-
F
・
]
O
E
m
s
の
審
決
案
(
5
8
B
E
g含
ι
ι
2
E
Cロ
)
が
当
事
者
に
送
達
さ
れ
て
、
本
問
題
は
一
応
落
着
を
見
た
口
先
十
本
件
の
争
点
を
整
理
す
れ
ば
、
契
約
遥
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
まE
経
首
と
経
済
五
四
(
工
)
被
審
人
は
、
∞
E
3吉
岡
〉
え
の
第
十
四
条
(
三
号
)
、
十
五
条
、
十
六
条
及
び
十
七
条
に
違
反
し
て
、
運
賃
契
約
の
著
名
者
で
な
い
外
国
の
買
手
及
び
荷
受
人
に
、
彼
等
が
合
衆
国
に
む
い
て
、
吋
・
0
・
ロ
・
及
び
『
・
〉
-
m
y
条
件
で
買
入
れ
た
商
品
を
排
他
的
に
同
盟
拾
で
運
送
す
る
よ
う
強
制
し
て
、
賀
子
及
び
荷
受
人
か
ら
申
立
人
の
拾
に
工
っ
て
運
送
す
る
権
利
を
奪
取
っ
た
か
否
か
(
E
)
(
I
)
が
立
証
さ
れ
る
時
に
は
、
申
立
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
被
り
、
同
法
の
第
二
十
二
条
に
従
ク
て
損
害
賠
償
を
受
け
る
権
利
が
有
る
か
否
か
の
二
点
に
な
る
。
審
判
手
続
に
拾
い
て
次
の
諸
事
実
が
認
定
さ
れ
た
。
被
審
人
同
盟
は
契
約
運
賃
制
を
採
用
し
、
而
し
て
乙
の
制
皮
は
荷
主
運
賃
契
約
(
∞
E
℃
3
3
.河川
Z
O
〉
m
R
O
B
8
3
と
呼
ば
れ
る
書
式
契
約
に
よ
っ
て
本
貿
易
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
審
判
手
続
に
・
お
け
る
論
争
の
木
質
は
上
記
待
主
運
賃
契
約
解
釈
の
相
違
に
基
づ
い
て
い
る
。
と
の
貿
易
で
運
送
さ
れ
る
貨
物
の
、
買
手
と
売
手
間
の
古
買
の
条
件
は
司
・
。
・
回
・
(
同
円
。
。
。
ロ
ぎ
R
己
llg自
主
旬
。
ユ
え
ω
E
U
B
B昨)
w
司
・
〉
-
m・
2
5
0
m
Zロ
m
包
含
1
5・
5
0ハ
-
u
c
Z
え
ω
E
u
g
g仲
)
w
。-h
w
可
・
(
。
。
丘
自
込
町
。
-
m
z
iロ
ω自
の
弘
℃
。
吉
伸
。
片
品
。
丘
一
ロ
丘
ザ
ロ
)
及
び
ハ
ソ
・
】
・
可
・
(gω
亡
ロ
ωロ
E
ロ
2
・
同円。片岡宮
i
g目
立
ち
百
円
。
町
円
四
2
昨
日
ロ
丘
一
。
ロ
)
で
あ
る
。
売
買
契
約
の
と
れ
等
の
条
件
の
下
で
、
商
品
が
運
送
さ
れ
る
拾
の
運
送
人
(
同
盟
も
し
く
は
盟
外
者
〉
を
指
定
す
る
権
利
を
有
つ
F
の
は
、
輸
出
向
け
の
商
品
を
販
売
も
し
く
は
供
給
す
る
運
賃
契
約
署
名
人
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
乙
の
商
品
の
外
国
の
非
署
名
の
買
手
も
し
く
は
荷
受
人
で
あ
る
か
に
ク
い
て
、
紛
議
が
発
生
す
る
o
n・
hw
司
・
及
び
η
・
H
・
匂
・
取
引
き
に
関
し
て
は
疑
議
は
な
い
。
と
れ
等
は
運
賃
契
約
に
よ
ク
て
網
一
給
さ
れ
て
ゐ
り
、
売
子
は
運
送
に
ク
い
て
取
極
め
を
し
、
支
払
い
を
し
叉
貨
物
の
道
筋
決
定
を
命
令
す
る
権
利
と
義
務
を
有
ク
乙
と
は
、
万
人
が
乙
れ
に
異
議
を
挟
ま
な
い
。
然
し
な
が
ら
司
・
0
・
回
・
及
び
同
・
〉
・
∞
・
に
関
し
て
は
、
運
賃
契
約
の
解
釈
に
相
違
が
生
じ
、
市
し
て
と
れ
等
の
売
買
は
運
賃
契
約
に
よ
ク
て
網
推
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
叉
貨
物
の
道
筋
指
定
を
命
令
す
る
権
利
と
義
務
は
乙
れ
を
誰
が
有
ク
て
い
る
か
に
づ
い
て
問
題
を
提
起
す
る
。
荷
主
運
賃
契
約
の
関
連
規
定
は
次
の
よ
う
に
謡
っ
て
い
る
。
荷
主
(
富
山
℃
同
百
円
)
は
契
約
運
賃
が
適
用
さ
れ
る
海
上
運
送
貨
物
の
全
部
を
運
送
人
に
同
意
す
る
。
(
第
一
条
)
本
契
約
は
合
衆
国
も
し
く
は
カ
ナ
ダ
の
太
平
洋
岸
諸
港
を
経
由
し
て
移
動
す
る
上
記
諸
国
向
げ
の
、
荷
主
の
全
輸
出
貨
物
を
網
羅
す
る
。
と
の
よ
う
な
金
運
送
貨
物
は
、
合
衆
国
も
し
く
は
カ
ナ
ダ
で
胎
積
み
し
、
上
記
諸
国
の
寄
港
地
に
航
行
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
そ
の
拾
の
為
め
に
運
送
人
に
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
ふ
る
運
送
貨
物
を
運
送
人
へ
提
供
せ
や
も
し
く
は
運
送
人
の
胎
以
外
の
拾
に
よ
っ
て
そ
れ
を
運
送
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
契
約
違
反
を
侍
成
す
る
。
そ
の
貨
物
の
運
送
を
運
送
人
の
給
に
局
限
す
る
乙
と
に
同
意
す
る
場
合
に
は
、
荷
主
は
、
直
接
的
に
或
は
間
提
的
に
、
い
か
な
る
方
法
(
仲
介
者
も
し
く
は
補
助
者
の
使
用
を
含
む
)
に
よ
っ
て
も
遁
畔
を
弄
さ
十
、
そ
う
す
る
の
が
趣
意
で
あ
る
乙
と
を
約
束
し
又
宣
言
す
る
。
(
同
条
)
何
主
が
本
契
約
の
規
定
に
違
反
し
て
ぬ
積
み
を
行
う
場
合
に
は
、
荷
主
は
、
決
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
も
し
く
は
実
行
で
き
な
い
実
際
の
損
害
賠
償
の
代
り
に
、
同
盟
に
定
額
損
害
賠
償
C
Z
E
G・
2
え
告
自
民
向
。
)
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
か
i
る
定
額
損
害
賠
償
は
、
同
盟
運
送
人
に
上
っ
て
こ
の
運
送
貨
物
が
運
送
さ
れ
た
な
ら
ば
荷
主
が
支
払
う
現
行
契
約
運
賃
で
見
積
ら
れ
た
運
賃
額
で
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
ふ
る
定
額
損
害
賠
償
が
当
然
で
あ
り
、
支
払
う
べ
し
と
の
同
盟
か
ら
の
通
知
の
受
領
後
三
O
日
以
内
に
荷
主
が
定
額
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
履
行
し
た
い
場
合
に
は
、
荷
主
が
同
盟
に
支
払
う
べ
き
額
を
支
払
う
ま
で
、
契
約
運
賃
を
受
け
る
荷
主
の
権
利
は
同
盟
に
よ
っ
て
止
め
ら
れ
る
。
荷
主
が
十
二
ヶ
月
間
に
一
度
な
ら
十
本
契
約
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
同
盟
は
荷
主
に
か
L
る
解
除
の
文
書
通
知
を
送
付
し
、
又
連
邦
海
事
委
員
会
に
か
1
ふ
る
処
置
を
通
報
し
て
、
本
契
約
を
解
除
す
る
と
と
が
で
き
る
。
契
約
が
と
ふ
に
規
定
さ
れ
た
そ
の
違
反
の
為
め
に
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
同
盟
は
、
同
盟
に
支
払
わ
る
べ
き
未
払
定
額
損
害
賠
償
が
完
全
に
支
払
わ
れ
る
ま
で
、
荷
主
と
新
契
約
を
締
結
す
る
と
と
を
拒
否
で
き
る
。
(
第
二
条
)
同
盟
が
そ
の
違
反
の
存
否
主
決
定
で
き
る
工
う
に
、
荷
主
は
、
話
求
に
基
づ
い
て
、
本
契
約
に
よ
ク
て
網
一
給
さ
れ
る
貿
易
に
沿
い
て
符
主
に
よ
ク
て
行
わ
れ
た
船
積
み
に
関
す
る
充
八
刀
に
し
て
完
全
な
情
報
を
同
盟
に
税
、
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
同
条
)
と
t
A
に
沿
い
て
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
以
て
解
除
J
C
れ
、
な
い
限
り
、
本
契
約
は
無
期
限
に
有
効
で
あ
る
。
但
し
、
契
約
は
、
当
事
(hmvER)
の
拾
で
運
送
す
ぺ
く
差
出
す
と
と
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
会
項
を
め
ぐ
る
論
争
五
五
経
営
と
経
済
五
六
者
の
一
方
が
相
手
方
に
、
そ
れ
を
解
除
す
る
と
言
う
意
思
の
文
書
に
工
る
六
十
目
前
の
予
告
を
な
す
と
と
に
よ
っ
て
、
解
除
で
き
る
ロ
(
第
十
二
条
)
同
盟
は
、
運
賃
契
約
は
、
古
賀
の
条
件
が
可
・
。
・
∞
-
w
司・
k
J
.
的
J
η
・
h
w
w
句
・
も
し
く
は
わ
・
同
・
司
・
た
る
と
に
拘
ら
や
、
署
名
人
の
全
輸
出
貨
物
に
適
用
す
る
も
の
と
解
釈
し
、
叉
同
盟
側
の
著
名
荷
主
参
考
人
(ω
一m
m
ω
5
4
岳
山
宅
己
主
g
g
ω
)
も
、
本
質
的
に
、
同
盟
の
解
釈
と
軌
を
一
に
し
た
。
三
井
船
舶
側
の
署
名
待
主
参
考
人
は
同
盟
の
解
釈
と
立
見
を
具
に
し
、
運
賃
契
約
は
同
・
0
・H
W
・
及
び
司
・
〉
-
m・
条
件
を
除
く
も
の
と
解
釈
す
る
D
彼
等
の
証
言
に
工
れ
ば
、
両
条
件
に
お
い
て
は
、
貨
物
の
運
送
さ
れ
る
ぬ
も
し
く
は
運
送
人
を
指
定
す
る
権
利
は
外
国
の
賀
子
に
あ
り
、
権
原
(
E
2
0
)
は
ね
上
も
し
く
は
船
側
に
お
い
て
買
子
に
移
り
、
買
手
は
道
筋
指
定
を
命
令
す
る
権
利
を
有
し
、
実
際
、
貨
物
の
荷
主
は
買
手
で
あ
ク
て
‘
運
賃
契
約
に
署
名
せ
る
売
手
で
は
な
く
、
従
ク
て
悶
品
川
汁
拾
に
よ
る
拾
積
み
は
売
千
側
の
運
賃
契
約
違
反
で
は
あ
り
得
な
い
。
本
件
の
論
争
過
程
に
沿
い
て
、
両
当
事
者
が
夫
々
自
己
の
主
張
を
裏
付
け
る
べ
く
提
出
し
た
一
一
社
拠
書
類
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
，
ら
な
い
。
買
手
と
売
手
の
権
利
義
務
に
関
し
て
、
同
町
o
h
r
ω
B
σ
0円
。
同
打
。
B
5
2
8
え
E
o
d
E
Z仏
mgZω
え
〉
g
R
K
3
F
o
Z
E
Zロ己
門
。
ロ
ロ
の
口
。
同
〉
B
0
2
8ロ
同
日
可
。
吋
件
。
円
♂
H
R・
及
び
Zω
門
E
B
-
H
S
E
-肉
ロ
叶
S
弘一
o
n。ロロの
~
f
z
n・
を
代
表
す
る
合
同
委
員
会
に
よ
っ
て
一
九
四
一
年
七
月
三
十
日
に
採
択
さ
れ
た
改
豆
米
国
外
国
貿
易
定
義
(
問
。
1
2白
〉
B
q
-
gロ
句
2
0
一mD
叶
日
常
ロ
巳
E
E
g
ω
)
と
題
す
る。ハ
γ
フ
レ
ッ
T
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
L
で
も
、
ゎ
-
h
r
句
・
及
び
(
リ
・
戸
司
・
に
ク
い
て
は
少
し
の
異
論
も
な
い
。
議
論
は
専
ら
匂
・
0
・
巾
・
及
び
司
・
〉
-
m・
売
買
の
権
利
義
務
、
特
に
運
送
人
も
し
く
は
船
を
指
定
す
る
権
利
に
関
連
す
る
D
三
井
拾
舶
は
、
司
・
。
・
国
・
条
件
に
・
お
い
て
は
、
買
手
が
道
筋
指
定
を
支
配
す
る
権
利
を
有
っ
と
と
を
立
託
す
る
為
め
に
、
。
ハ
Y
フ
レ
ヅ
T
E
ロ
丘
吉
正
。
ロ
ω=
の
中
の
次
の
文
中
一
一
日
を
援
用
し
て
い
る
D
「
買
手
は
、
(
I
)
売
手
に
胎
舶
の
名
称
、
出
帆
日
、
積
載
恰
蛤
及
び
引
渡
日
時
に
つ
い
て
充
令
な
通
知
を
与
え
る
と
と
(
直
)
目
的
地
ま
で
商
品
に
ク
い
て
凡
て
の
雨
後
の
活
勃
を
処
理
し
、
即
ち
(
イ
)
保
険
を
用
京
し
支
払
い
を
し
、
他
の
運
送
左
用
意
し
支
払
い
を
十
る
乙
と
(
百
)
商
品
が
船
に
積
載
さ
れ
た
後
に
拾
い
て
、
損
失
も
し
く
は
殴
損
或
は
両
者
に
ク
い
て
責
任
を
負
ろ
乙
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
他
方
同
盟
側
は
、
町
・
。
・
悶
・
条
件
に
訟
い
て
は
、
買
手
は
実
際
に
は
道
筋
指
定
を
支
配
す
る
権
利
を
有
せ
や
、
誌
が
そ
れ
を
支
配
す
る
か
の
問
題
は
買
/
千
と
売
手
間
の
契
約
事
項
で
あ
る
乙
と
を
裏
書
き
す
る
為
め
に
、
同
じ
。
ハ
γ
プ
レ
?
?
に
記
載
さ
れ
て
い
る
次
の
丈
一
一
一
百
左
引
用
し
た
。
(
ロ
)
海
上
そ
の
「司・
0
・
切
・
条
件
に
ク
い
て
の
註
解
(
W
U
)
司・
0
・
ロ
・
条
件
に
お
い
て
は
、
海
上
運
送
貨
物
の
船
腹
及
び
海
上
保
険
保
険
並
に
戦
時
危
険
保
険
を
入
手
す
る
義
務
は
買
手
に
あ
る
D
乙
の
義
務
は
、
買
手
の
側
に
あ
る
に
も
拘
ら
宇
、
多
く
の
貿
易
に
あ
ク
て
は
、
売
手
が
海
上
運
送
貨
物
の
始
腹
及
び
海
上
保
険
並
に
戦
時
危
険
保
険
左
入
手
し
買
手
に
代
ク
て
姶
積
・
み
の
用
意
を
す
る
。
従
ク
て
売
手
と
買
千
は
、
買
手
が
海
上
運
送
貨
物
の
船
腹
及
び
海
上
保
険
並
に
戦
時
危
険
保
険
を
入
手
す
.
る
か
、
そ
れ
と
も
売
手
が
買
手
に
代
ク
て
、
と
れ
を
な
す
と
と
に
同
意
す
る
か
、
と
れ
に
ク
い
て
取
極
め
を
有
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
三
井
胎
舶
は
四
名
の
荷
主
参
考
人
、
同
盟
議
長
及
び
同
社
南
北
米
総
代
理
庄
の
サ
ン
フ
ラ
γ
シ
ス
コ
事
務
所
の
支
配
人
の
口
供
者
公
2-
Z
B
g吋
)
在
、
同
盟
は
五
名
の
荷
主
参
考
人
及
び
同
盟
議
長
の
口
供
者
一
一
日
を
夫
々
提
出
し
た
ロ
九
名
の
荷
主
参
考
人
の
証
言
か
ら
、
司
・
0
・
切
・
条
件
に
お
い
て
は
、
道
筋
指
定
を
支
配
す
る
権
利
ば
賀
子
に
あ
る
か
そ
れ
と
も
売
手
に
あ
る
か
に
関
し
て
、
又
運
賃
契
約
に
つ
い
て
同
盟
の
解
釈
が
海
事
委
員
会
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
場
合
、
外
国
貿
易
に
及
す
彰
郡
一
日
に
関
し
て
、
次
の
と
と
が
碓
め
ら
れ
る
。
ω
g
c内
向
。
司
h
F
O
宮山
S
H
n
o
g匂
MEM可
同
社
は
、
乙
の
貿
易
に
お
い
て
、
司
・
0
・
ロ
・
条
件
で
そ
の
胎
積
み
の
半
令
以
上
を
行
ク
て
お
り
、
明
皿
作
三
井
姶
舶
の
拾
で
た
さ
れ
た
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
円
ぐ
る
論
争
五
包
経
蛍
と
経
済
五
入
若
干
の
句
・
0
・
回
・
船
積
み
を
提
供
し
た
。
か
ふ
る
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
海
上
運
送
貨
物
の
姶
腹
入
手
に
つ
い
て
、
買
手
と
売
手
の
問
に
、
取
極
め
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
社
は
道
筋
指
定
に
は
支
配
権
を
有
し
た
h
。
同
社
は
乙
の
貿
易
に
司
お
い
て
は
棚
酸
塩
製
品
に
つ
い
て
重
大
な
外
国
の
競
争
に
曝
さ
れ
て
お
ら
宇
、
而
し
て
全
棚
酸
塩
荷
主
が
、
買
手
に
盟
外
船
に
よ
っ
て
運
送
さ
せ
る
こ
と
を
、
彼
等
各
自
に
許
容
し
な
い
荷
主
運
賃
契
約
に
よ
ク
て
一
様
に
拘
束
さ
れ
る
な
ら
ば
、
荷
主
達
は
そ
の
競
争
者
と
同
一
条
件
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
〉
B
o
z
gロ
司
。
g
ω
F
h
w
(
U
F
O
B目
。
巳
わ
。
『
句
。
g
t。ロ
運
賃
契
約
の
下
に
・
お
い
て
は
、
司
・
0
・
切
・
取
引
き
の
場
合
に
は
、
外
国
の
買
手
に
同
盟
船
で
運
送
す
る
よ
う
説
得
す
る
幾
八
万
か
の
義
務
が
あ
り
、
も
し
買
手
が
道
筋
指
定
を
す
る
な
ら
ば
乙
れ
に
従
う
が
、
然
し
も
し
買
手
が
そ
う
し
な
い
な
ら
ば
、
運
賃
契
約
の
下
で
は
同
盟
船
に
よ
っ
て
運
送
す
る
義
務
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
条
項
に
よ
っ
て
、
特
に
同
・
。
・
国
・
取
引
き
を
含
む
よ
う
な
運
賃
契
約
に
は
署
名
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
社
の
重
要
関
心
事
は
均
等
な
る
競
争
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
人
の
荷
主
も
買
子
が
盟
外
胎
に
上
ク
て
運
送
す
る
乙
と
を
詳
容
し
得
な
い
場
合
に
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
ふ
る
運
賃
契
約
は
、
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
D
日
以
ω
巳
出
。
〈
o
m
z
m
w
E
0
0ロ
円
。
門
司
。
g
t。ロ
運
賃
契
約
が
匂
・
0
・
回
・
取
引
き
を
含
む
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
社
は
外
国
の
競
争
者
に
遅
れ
を
取
る
で
あ
ろ
う
、
而
し
て
亜
麻
仁
泊
の
上
う
た
競
争
の
あ
る
油
製
品
に
関
し
て
は
、
運
賃
項
目
が
支
配
的
な
要
素
で
あ
る
か
ら
、
工
り
低
尿
た
運
賃
で
盟
外
船
に
工
っ
て
運
送
せ
ん
と
す
る
買
手
の
指
示
に
応
十
る
と
と
が
で
き
友
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
外
国
の
輸
出
荷
を
益
す
る
乙
と
に
な
ろ
う
。
同
Mω
丘
町
芯
〈
O向。
g
E
o
。=n
o円四
)O吋
何
回
円
円
。
ロ
品
。
-
mロ円
司・
0
・
出
・
売
買
に
沿
い
て
は
、
買
手
が
運
送
人
を
選
択
す
る
格
利
を
有
ち
、
こ
の
場
合
に
は
賀
子
も
し
く
は
そ
の
代
理
人
が
荷
主
で
あ
る
。
、
運
賃
契
約
が
司
・
0
・
切
・
条
件
を
も
含
む
と
判
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
外
国
の
買
手
と
の
取
引
き
に
当
り
、
同
社
一
に
制
限
を
加
え
る
結
果
に
な
ろ
う
。
一
九
五
三
年
十
月
二
十
一
日
乃
至
一
九
五
四
年
十
一
月
三
十
日
の
問
に
、
同
盟
は
、
十
名
の
運
賃
契
約
著
名
荷
主
に
、
彼
等
が
行
ク
て
い
る
三
井
船
に
よ
る
運
送
!
同
盟
は
と
れ
を
運
賃
契
約
に
違
反
す
る
と
認
め
る
ー
に
つ
い
て
の
情
報
を
入
手
し
た
旨
を
通
知
し
、
又
そ
の
給
積
み
に
関
す
る
確
実
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
請
求
す
る
と
共
に
、
か
ふ
る
情
報
が
略
々
十
五
日
以
内
に
受
理
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
運
賃
契
約
の
条
項
に
従
ク
て
定
額
損
害
賠
償
が
要
求
さ
れ
る
旨
を
警
告
し
た
。
同
盟
は
十
名
の
荷
主
か
ら
種
々
な
回
答
を
受
取
ク
た
。
例
え
ば
〉
B
2
-
gロ
旬
。
古
島
仇
w
n
F
O
B
-。
巳
円
。
叶
旬
。
s
t
o
ロ
は
「
そ
の
姶
積
み
は
買
手
が
運
送
人
を
指
定
す
る
権
利
を
有
ク
た
句
・
っ
・
悶
・
売
買
で
あ
り
、
同
社
は
彼
の
指
示
を
尊
重
す
る
こ
と
を
要
し
、
さ
も
友
い
と
そ
の
売
買
契
約
を
夫
う
」
、
〉
ω
。
oUZ弘
ν
r
s
z
は
「
問
題
の
資
材
は
買
手
か
ら
の
特
別
な
指
示
に
基
づ
い
て
三
井
拾
に
よ
っ
て
運
送
さ
れ
た
」
、
ロ
S
ロ己
mwg
の。
5
2
F
E
Z
は
「
そ
の
運
送
は
三
井
船
に
よ
っ
て
商
品
を
発
送
せ
よ
と
の
買
手
か
ら
の
特
別
指
示
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
司
・
〉
-
m・
取
引
き
で
あ
ク
た
一
、
わ
巳
民
。
門
口
S
出
M
1
・M
M
g
品
ロ
♀
ω
は
「
そ
の
よ
う
な
船
積
み
を
行
ク
た
乙
と
は
た
い
」
、
国
-zzoFzrs
は
「
同
盟
書
簡
は
間
違
ク
て
送
付
さ
れ
た
」
と
夫
え
回
答
し
た
。
一
九
五
五
年
三
月
中
旬
、
同
盟
は
、
十
五
名
の
棚
酸
塩
荷
主
に
、
運
賃
契
約
は
同
・
0
・切
J
司
・
〉
・
∞
-wη
・
H
・司
-
w
n
・
陵
町
・
た
る
と
を
問
わ
や
y
、
金
貨
物
の
船
積
み
を
包
含
す
る
と
一
一
一
一
日
う
同
盟
の
見
解
を
示
す
書
簡
を
送
付
心
、
荷
主
に
異
議
が
た
け
れ
ば
、
附
属
せ
る
写
し
に
岩
名
し
て
返
戻
す
る
よ
う
荷
、
主
に
詰
求
す
る
と
共
に
、
署
名
せ
る
写
し
が
同
年
四
月
一
日
ま
で
に
返
送
さ
れ
友
い
場
合
に
は
、
運
賃
契
約
は
解
除
さ
れ
る
旨
を
通
告
し
た
D
こ
れ
等
荷
主
の
中
八
名
は
こ
れ
に
応
諾
し
た
!
一
名
は
後
日
そ
れ
を
取
下
げ
た
!
が
、
残
り
の
七
名
は
回
答
し
な
か
ク
た
@
同
年
四
月
一
日
の
会
議
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
同
盟
は
荷
主
運
賃
契
約
の
解
除
予
告
を
回
2.自
の
。
ロ
8}広
三
一
。
P
F
2・
外
三
社
に
発
し
た
が
、
そ
の
後
円
満
な
る
解
決
を
企
図
し
て
種
々
の
交
渉
が
持
た
れ
た
D
南
北
米
三
井
給
舶
総
代
理
庖
の
サ
γ
フ
ラ
γ
シ
ス
コ
事
務
所
の
支
配
人
』
。
ぉ
ロ
U
ロ
・
印
}
2
E
は
運
賃
契
約
に
署
名
せ
る
荷
主
か
ら
三
井
船
へ
の
貨
物
を
懇
話
し
、
と
の
荷
主
、
仲
介
入
及
び
貨
物
運
送
取
扱
人
と
運
賃
契
約
に
関
す
る
同
盟
の
見
解
に
つ
い
て
意
見
を
突
換
し
た
が
、
彼
等
殊
に
貨
物
運
送
取
扱
人
の
態
度
に
、
一
九
五
五
年
ニ
月
初
め
の
審
理
(
事
件
呑
号
第
七
六
七
号
)
以
来
、
決
定
的
友
変
化
が
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
五
九
経
営
と
経
済
o 
生
じ
た
こ
と
を
認
め
た
D
委
員
会
が
そ
の
審
判
手
続
に
沿
い
て
同
盟
の
運
賃
去
規
則
(
Zユ
民
E
芯
)
を
是
認
す
る
場
広
口
に
は
、
彼
等
は
三
井
船
舶
に
運
送
を
託
す
る
乙
と
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
又
匂
・
。
・
悶
・
条
件
で
行
わ
れ
た
売
買
に
h
点
い
て
は
、
三
井
崎
で
運
送
す
る
権
利
が
有
る
と
思
う
者
三
え
も
、
そ
れ
を
渋
ク
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
等
が
同
盟
よ
り
処
罰
三
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
為
め
に
外
な
ら
な
い
。
乙
の
妹
患
と
心
配
が
三
井
沿
へ
の
運
送
委
託
に
反
映
し
、
三
井
胎
舶
は
上
記
審
理
前
と
同
程
度
の
月
当
り
航
海
を
維
持
し
て
い
る
が
、
始
当
り
間
程
度
の
貨
物
を
運
送
し
て
ゐ
ら
宇
、
他
方
向
盟
拾
の
犬
部
令
は
審
理
前
に
行
っ
た
と
同
程
度
の
運
送
貨
物
数
量
を
保
有
し
て
い
る
と
、
m-。
己
ロ
は
述
べ
て
い
る
。
三
井
拾
舶
は
と
の
貿
臼
切
に
む
け
る
外
国
の
荷
受
人
を
誘
致
す
る
為
め
に
欧
・
洲
に
代
理
庄
を
置
い
て
い
る
が
、
あ
る
庖
か
ら
、
同
盟
の
行
動
は
三
井
拾
に
上
っ
て
貨
物
を
運
送
す
べ
き
道
筋
指
定
に
関
す
る
欧
洲
の
買
手
の
能
力
に
影
掛
け
を
及
し
て
い
る
旨
を
白
雪
山
口
に
報
告
し
た
D
こ
れ
に
関
連
し
て
、
彼
は
、
三
井
船
で
サ
シ
ブ
ラ
シ
シ
ス
コ
か
ら
ハ
ジ
プ
ル
グ
向
け
運
送
の
為
め
に
予
約
さ
れ
た
干
燥
果
物
二
二
五
l
二
五
O
屯
の
船
積
み
が
取
治
さ
れ
、
同
毘
の
圧
力
に
よ
っ
て
そ
の
託
送
は
同
盟
運
送
人
に
移
さ
れ
た
旨
を
指
摘
し
た
。
次
は
関
係
者
申
立
人
三
井
胎
湖
、
級
審
人
太
平
洋
岸
欧
洲
同
盟
及
び
審
十
令
官
じ
工
う
口
(
ロ
ロ
豆
一
の
の
。
ロ
ロ
お
]
)
の
主
張
乃
至
意
見
を
聴
く
乙
と
に
申
立
人
代
理
人
(
g
E
1巳
g
己〆
8
ロ
ω
巳
)
主
張
の
要
旨
(
I
)
荷
主
運
賃
契
約
は
吋
・
0
・
切
・
の
売
買
条
件
で
行
わ
れ
る
拾
積
み
か
一
網
羅
す
る
と
木
来
解
釈
で
き
な
い
。
署
名
者
運
送
貨
物
の
全
部
守
口
え
伊
丹
ω
忠
岡
E
Cミ〆
ω
庄
司
自
g
g
)
な
る
文
一
一
一
一
口
に
は
運
賃
契
約
の
署
名
者
が
商
品
の
提
供
者
と
し
て
振
控
う
司
・
0
・
H
W
・
売
買
条
件
に
基
づ
い
て
外
国
の
買
手
(
非
署
名
の
荷
受
人
)
の
行
う
拾
積
み
は
合
主
れ
な
い
口
こ
の
売
買
条
件
に
お
い
て
は
、
運
送
貨
物
は
指
定
さ
れ
た
胎
上
も
し
く
は
舷
側
で
外
国
の
買
子
に
引
波
さ
れ
、
そ
の
後
は
海
上
運
送
に
対
す
る
支
払
義
訪
は
民
子
に
あ
る
D
従
っ
て
か
E
ふ
る
運
送
は
買
手
の
そ
れ
で
あ
ク
て
、
引
波
し
後
に
沿
い
て
は
、
決
し
て
商
品
に
対
す
る
支
配
力
を
有
し
な
い
売
子
の
運
送
と
は
一
一
日
い
得
な
い
。(E〉
同
盟
は
、
運
賃
契
約
は
句
・
。
・
.
叩
・
売
買
条
件
で
運
送
さ
れ
る
貨
物
を
合
む
会
運
送
貨
物
を
網
一
昨
い
す
る
と
一
一
一
口
う
そ
の
解
釈
を
、
署
名
者
に
強
制
し
、
又
か
く
し
て
間
接
的
に
、
乙
れ
等
岩
名
者
の
威
圧
を
通
じ
て
、
外
国
の
賀
子
か
ら
、
か
ふ
る
取
引
き
に
沿
い
て
運
送
人
を
指
定
す
る
待
主
と
し
て
の
適
法
の
権
利
を
奪
取
り
ク
t
A
あ
る
。
こ
れ
は
明
・
0
・
切
・
条
件
に
お
い
て
は
外
国
の
買
手
が
運
送
人
を
指
定
す
る
権
利
を
有
す
る
と
言
う
岩
名
者
の
意
見
と
相
容
れ
な
い
白
(
E
)
三
井
拾
舶
の
木
貿
易
参
加
前
も
し
く
は
現
に
同
社
が
競
争
し
て
い
な
い
場
合
の
工
う
に
、
或
は
三
井
船
舶
に
上
づ
て
運
航
さ
れ
て
い
な
い
港
に
関
す
る
よ
う
に
、
利
用
で
き
る
競
争
的
盟
外
サ
1
ず
ィ
ス
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
買
子
が
先
手
に
買
手
に
代
っ
て
運
送
を
準
備
す
る
乙
と
を
許
諾
す
る
の
が
慣
例
で
あ
る
口
買
手
は
過
去
に
む
い
て
、
そ
の
桂
利
が
彼
等
に
と
ク
て
価
値
の
な
い
場
合
に
は
運
送
人
を
指
定
す
る
権
利
を
行
使
せ
ん
と
す
る
希
望
を
有
し
な
か
ク
た
が
、
然
し
な
が
ら
現
在
で
は
そ
の
桂
利
は
有
益
た
も
の
と
な
り
、
買
手
は
そ
れ
を
行
使
す
る
と
と
を
切
込
ん
で
い
る
。
乙
の
工
う
な
柊
利
は
、
特
別
の
指
示
の
友
い
場
合
に
は
、
買
手
が
提
供
者
に
運
送
を
準
備
す
る
の
を
許
容
す
る
慣
例
に
よ
ク
て
明
波
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
従
ク
て
買
手
は
そ
れ
に
よ
っ
て
吋
・
。
・
回
・
売
買
に
ゐ
け
る
か
L
る
権
利
を
放
棄
し
た
と
一
一
一
一
口
う
主
張
は
当
ら
な
い
D
(
町
)
同
盟
が
運
買
契
約
に
適
用
す
る
解
明
机
は
同
盟
メ
シ
パ
1
の
協
同
行
為
に
よ
る
そ
の
修
正
に
相
当
す
る
ロ
故
に
同
盟
の
解
釈
は
ω
F
S旬
い
岡
山
ぬ
〉
丘
の
第
十
五
条
に
后
け
る
雨
前
の
認
可
を
必
要
と
す
る
同
盟
協
定
の
修
正
を
桔
成
す
る
。
(
V
)
同
盟
は
、
そ
の
解
釈
を
強
制
せ
ん
と
す
る
場
合
、
運
賃
契
約
者
名
者
が
貨
物
の
運
送
を
三
井
拾
に
指
定
す
る
乙
と
を
固
執
す
る
外
国
の
買
手
に
売
る
と
と
を
拒
犯
し
な
け
れ
ば
、
定
額
損
害
賠
償
の
賦
課
及
び
契
約
運
賃
享
受
持
の
取
治
し
で
以
て
彼
等
を
威
嚇
し
、
ω
E
f
-
-戸
ぬ
〉
♀
の
第
十
四
条
(
三
号
)
に
違
反
し
て
荷
主
の
差
別
的
に
し
て
不
公
正
な
取
扱
い
に
訴
え
て
い
る
。
(
H
H
)
同
県
は
同
様
な
条
件
の
下
に
あ
る
〉
自
己
い
の
山
口
旬
。
t
m
U
の
競
争
者
の
運
送
貨
物
に
は
よ
り
低
廉
な
契
約
運
賃
を
適
用
し
な
が
ら
、
〉
B
O円いの山口同
μ
三
ZHH
に
は
そ
の
運
送
貨
物
に
ク
い
て
そ
の
よ
う
た
運
賃
、
を
受
け
る
権
利
を
拒
否
し
た
。
と
れ
は
∞
EUH)百
四
〉
♀
第
十
六
条
の
不
当
な
特
恵
及
び
不
利
荏
条
項
に
違
反
す
る
。
(
刊
以
署
名
人
は
道
筋
指
定
を
常
に
支
配
す
る
上
う
に
契
約
し
、
又
三
井
拾
で
運
送
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
買
千
に
は
売
る
と
と
を
拒
絶
し
た
け
れ
ば
た
ち
た
い
と
言
う
、
運
賃
契
約
に
関
す
る
同
盟
の
僻
釈
に
よ
づ
て
押
付
け
ら
れ
る
売
買
契
約
条
件
に
対
す
る
制
眼
は
、
同
盟
運
送
人
と
三
井
船
舶
間
に
不
公
冗
で
あ
り
、
又
海
外
で
す
一
主
主
主
営
む
と
と
を
均
一
一
一
む
米
国
輸
出
商
を
不
利
な
地
位
に
追
込
み
、
彼
等
を
外
契
約
迩
賃
制
に
お
け
る
間
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
-L. 
/¥  
経
蛍
と
経
済
--L. ノ、
国
の
競
争
者
に
対
し
て
不
利
に
し
、
か
く
し
て
合
衆
国
の
商
業
を
害
す
る
乙
と
に
な
る
。
と
れ
は
∞
E
℃
勺
山
口
問
〉
立
の
第
十
五
条
及
び
第
十
七
条
に
違
反
す
る
。
被
審
人
代
理
人
令
。
ζ
。
ロ
品
。
己
.ωgZ50])
主
張
の
要
旨
(
工
)
木
貿
易
に
h
如
い
て
は
、
商
品
の
運
送
人
を
指
定
す
る
権
利
は
常
に
買
手
と
売
手
間
の
契
約
事
項
で
あ
る
。
長
年
月
の
慣
習
及
び
慣
行
に
よ
れ
ぽ
、
(
，
・
H
・
司
・
条
件
に
あ
ク
て
は
勿
論
の
乙
と
、
司
・
0
・
∞
・
条
件
に
沿
い
て
も
、
輸
出
商
が
そ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
。
凡
て
の
場
合
に
米
国
の
輸
出
商
が
運
送
人
左
指
定
し
て
い
る
の
が
慣
行
で
あ
る
。
三
井
の
低
運
賃
の
利
栓
を
得
ぺ
く
三
井
拾
に
船
積
み
寸
る
工
う
輸
出
商
に
現
在
圧
力
を
持
け
て
い
る
者
を
合
み
、
全
欧
洲
の
荷
受
人
向
け
の
運
送
貨
物
の
全
部
に
づ
い
て
、
全
輸
出
向
に
契
約
運
賃
を
同
盟
運
送
人
は
許
与
し
て
い
る
。
三
井
船
舶
が
本
貿
易
に
加
入
す
る
ま
で
は
、
輸
出
商
が
荷
主
と
し
て
現
わ
れ
、
買
手
が
そ
れ
に
上
ク
て
匂
・
0
・
回
・
条
件
で
な
さ
れ
た
購
買
品
に
つ
い
て
契
約
運
賃
の
利
益
を
享
受
す
る
の
が
慣
行
で
あ
ク
た
時
に
、
輸
出
荷
が
、
同
盟
と
の
荷
主
契
約
を
免
れ
る
と
一
一
一
口
う
単
な
る
目
的
の
為
め
に
、
外
国
の
買
手
と
の
契
約
に
よ
っ
て
、
買
手
を
荷
主
と
見
せ
る
こ
と
を
取
極
め
る
場
合
、
運
賃
契
約
違
反
が
犯
さ
れ
る
。
も
し
同
盟
が
司
・
0
・
国
・
条
件
で
売
ら
れ
た
商
品
の
運
送
は
契
約
待
主
の
支
配
力
を
越
え
て
い
る
と
一
一
一
口
一
つ
あ
る
待
主
の
主
張
を
容
認
す
る
た
ら
ば
司
・
0
・
巾
・
貨
物
に
対
し
て
は
契
約
運
賃
の
適
用
を
求
め
て
同
盟
運
送
人
の
と
こ
ろ
へ
赴
く
理
由
が
な
く
、
而
し
て
同
盟
運
送
人
は
本
貿
易
に
沿
い
て
混
乱
を
捲
起
す
凡
て
の
か
L
る
運
送
貨
物
へ
の
契
約
運
賃
の
適
用
を
直
ち
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
司
・
0
・
ロ
・
条
件
で
売
ら
れ
た
商
品
に
対
す
る
運
賃
契
約
の
適
用
は
、
回
復
で
き
な
い
損
害
を
申
立
人
に
惹
起
し
て
は
い
な
い
。
運
賃
契
約
は
司
・
。
・
悶
・
条
件
で
売
却
さ
れ
た
運
送
貨
物
を
除
外
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
契
約
運
賃
制
の
根
本
目
的
は
破
棄
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(
E
)
援
用
さ
れ
た
。
ハ
γ
ア
レ
ッ
?
の
中
の
定
義
に
関
し
て
言
え
ば
、
可
・
0
・
切
・
条
件
で
の
商
品
の
買
手
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
運
送
拾
腹
を
入
手
す
る
一
応
の
義
務
を
有
つ
乙
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
然
し
な
が
ら
乙
れ
は
推
測
に
過
ぎ
守
、
特
別
な
取
引
き
も
し
く
は
売
買
契
約
に
沿
い
て
は
買
手
と
売
手
の
慣
行
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
得
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
は
裁
判
所
で
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
(
E
)
吋
・
。
・
出
・
条
件
で
売
ら
れ
た
商
品
に
関
す
る
運
買
契
約
の
同
盟
解
釈
は
E
当
で
合
法
的
で
旦
契
約
当
事
者
の
権
利
義
務
は
そ
の
ー
契
約
条
件
か
ら
生
十
る
と
言
う
契
約
法
の
基
本
原
理
に
符
合
し
て
い
る
。
同
盟
の
解
釈
を
前
提
と
し
て
始
め
て
契
約
運
賃
制
が
本
貿
易
に
沿
け
る
サ
1
ヴ
4
ス
と
運
賃
の
安
定
と
を
維
持
す
べ
く
運
営
さ
れ
る
。
同
盟
が
合
衆
国
に
沿
い
て
購
入
し
た
商
品
の
欧
洲
の
買
手
も
し
く
は
荷
受
人
に
排
他
的
に
同
盟
拾
で
運
送
す
る
よ
う
強
制
し
て
い
る
件
に
つ
い
て
、
申
立
人
は
乙
れ
を
立
誌
で
き
な
か
づ
た
。
三
井
船
で
運
送
す
る
と
と
を
希
望
す
る
荷
受
人
で
、
そ
う
し
得
な
か
ク
た
証
拠
は
な
ん
ら
見
出
さ
れ
な
い
。
申
立
人
は
、
同
盟
が
欧
洲
の
輸
入
商
に
威
圧
を
加
え
て
申
立
人
三
井
の
始
か
ら
運
送
貨
物
の
転
移
を
惹
起
し
た
乙
と
も
裏
付
け
し
得
な
か
っ
た
バ
審
査
官
の
意
見
(
I
〉
運
賃
契
約
の
丈
一
一
一
一
口
は
売
買
契
約
の
条
件
に
ク
い
て
は
な
ん
ら
述
べ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
署
名
荷
主
の
支
配
力
下
に
あ
る
運
送
は
と
れ
を
網
羅
す
る
上
う
に
思
わ
れ
、
而
し
て
他
の
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
署
名
荷
主
の
支
配
力
の
均
外
に
あ
る
運
送
は
乙
れ
を
網
羅
し
な
い
工
う
に
見
え
る
。
証
拠
に
上
れ
ば
、
三
井
拾
舶
が
本
貿
易
に
参
加
し
て
以
来
、
別
の
意
味
を
強
制
せ
ん
と
す
る
同
盟
の
努
力
に
先
立
ク
て
、
運
賃
契
約
は
、
そ
の
条
件
に
上
づ
て
も
亦
同
盟
の
慣
行
に
よ
ク
て
も
(
イ
)η
・
H
・
可
・
も
し
く
は
内
・
hw
司
・
条
件
で
署
名
者
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
た
運
送
貨
物
(
ロ
)
司
・
0
・
回
・
も
し
く
は
m，・
K
M
-
m・
条
件
l
道
筋
指
定
の
支
配
が
署
名
荷
主
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
l
で
署
名
者
に
上
っ
て
売
却
さ
れ
た
運
送
貨
物
を
合
む
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
。
乙
れ
は
、
た
と
い
非
署
名
買
手
に
契
約
制
の
利
溢
を
取
得
し
も
し
く
は
彼
が
選
択
す
る
盟
外
運
送
人
を
愛
顧
す
る
結
果
に
な
ク
て
も
、
運
賃
契
約
の
正
し
い
解
釈
で
あ
り
適
用
で
も
あ
る
ロ
三
井
船
舶
が
本
貿
易
に
加
入
し
て
以
来
適
用
さ
れ
た
運
賃
契
約
に
関
す
る
同
盟
の
解
釈
は
同
契
約
に
署
名
し
た
合
衆
国
の
輸
出
荷
に
工
っ
て
使
用
さ
れ
る
運
送
方
法
を
支
配
せ
ん
と
企
て
る
に
止
ま
ら
や
ノ
、
更
に
又
買
手
が
明
・
0
・
ロ
・
売
買
契
約
に
沿
い
て
道
筋
指
定
を
支
配
す
る
権
利
を
固
執
す
る
場
合
に
は
、
取
引
き
を
拒
絶
す
る
よ
う
荷
主
に
要
求
す
る
程
度
に
ま
で
、
同
輸
出
商
が
本
貿
易
に
‘
お
い
て
売
買
契
約
を
行
う
条
件
を
支
配
せ
ん
乙
と
を
も
意
図
し
て
い
る
。
同
盟
は
、
善
意
の
理
由
で
、
交
買
契
約
が
買
手
と
の
司
・
0
・
回
・
条
件
に
基
づ
い
て
貨
物
の
道
筋
指
定
権
を
保
有
し
て
い
る
外
国
の
買
手
と
の
契
約
を
合
衆
国
の
輸
出
荷
が
締
結
す
る
の
を
禁
止
す
る
よ
う
な
解
釈
を
適
法
に
は
強
制
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
E
〉
同
盟
は
三
井
拾
に
よ
っ
て
貨
物
を
運
送
し
た
凡
て
の
荷
主
を
均
等
に
取
扱
わ
な
か
っ
た
。
か
・
ふ
る
運
送
を
理
由
と
し
て
、
同
盟
契
約
巡
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
ーL../、
経
営
と
経
済
六
回
が
有
り
得
ぺ
き
運
賃
契
約
違
反
の
通
知
を
送
付
し
た
十
名
の
荷
主
は
、
通
告
に
対
す
る
彼
等
の
回
答
は
類
似
し
て
い
た
に
も
拘
ら
や
、
異
っ
た
取
扱
い
を
受
け
た
。
即
ち
五
ヶ
月
以
上
超
過
し
た
後
に
も
、
こ
れ
等
の
荷
主
の
あ
る
者
は
別
の
通
知
を
送
ら
れ
な
か
っ
た
が
二
万
他
の
者
は
定
調
損
害
賠
償
の
要
求
を
内
容
と
す
る
追
加
通
知
を
受
取
り
、
而
し
で
あ
る
者
は
契
約
運
買
を
享
受
す
る
権
利
を
止
め
ら
れ
た
。
三
井
拾
で
運
送
し
た
故
に
彼
等
が
定
額
損
害
賠
償
を
徴
状
さ
れ
も
し
く
は
契
約
運
賃
を
享
受
す
る
権
利
を
取
治
さ
れ
る
と
一
一
一
口
う
、
荷
主
に
対
す
る
持
続
的
取
扱
い
は
、
司
・
0
・
切
・
売
買
に
沿
い
て
、
待
主
が
外
国
の
買
手
に
三
井
船
に
よ
る
道
筋
指
定
を
支
配
す
る
の
在
許
容
し
た
乙
と
を
理
由
と
レ
て
、
不
公
疋
な
方
法
が
同
盟
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
、
而
し
て
か
L
る
行
劫
は
性
賃
上
報
復
的
で
印
F
f
Z
D肉
〉
立
の
第
十
四
条
(
三
号
)
に
違
反
す
る
i
認
定
を
裏
書
す
る
。
(
車
)
運
賃
契
約
の
そ
の
解
釈
を
強
制
せ
ん
と
し
て
の
同
盟
の
行
劫
は
明
白
に
不
適
当
で
は
あ
る
が
、
∞
}
同
一
℃
℃
山
口
問
k
目
立
の
第
十
六
条
(
一
号
)
及
び
十
七
条
の
違
反
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
盟
の
乙
れ
等
の
行
劫
が
申
立
人
に
損
害
賠
償
の
受
給
資
格
あ
ら
レ
め
る
工
う
な
損
害
を
荒
し
た
乙
と
を
示
す
証
拠
は
記
録
の
中
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
(
町
)
前
に
述
ぺ
た
よ
う
な
運
賃
契
約
の
そ
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
合
衆
国
輸
出
商
の
事
業
遂
行
に
必
要
で
あ
り
、
又
あ
る
事
情
に
む
い
て
は
外
国
の
競
争
者
に
対
抗
す
る
為
め
に
必
要
で
あ
る
条
件
で
、
輸
出
向
が
取
引
き
を
行
う
自
由
に
制
限
を
課
す
る
の
を
同
盟
に
許
容
す
る
こ
と
は
明
白
に
合
衆
国
の
輸
出
商
と
そ
の
外
周
の
競
争
者
間
に
差
別
的
も
し
く
は
不
公
正
で
あ
り
、
又
m
t
f立
口
一
川
岸
♀
の
第
十
五
条
の
意
味
に
お
け
る
合
衆
国
の
商
業
に
有
害
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
旦
に
よ
る
契
約
運
賃
制
の
使
用
は
既
に
認
可
さ
れ
て
い
る
が
、
海
事
委
員
会
が
、
同
盟
の
行
劫
は
第
十
五
条
に
違
反
す
る
前
記
も
し
く
は
他
の
事
態
に
導
く
と
判
定
す
る
場
合
に
は
、
委
員
会
は
基
本
同
盟
協
定
の
認
可
を
取
消
す
と
雪
ろ
条
件
で
、
か
ふ
る
行
劫
を
止
め
る
工
う
同
盟
に
要
求
す
る
と
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
い
よ
い
工
大
詰
め
に
来
て
、
今
や
審
判
官
が
参
考
人
の
証
言
、
証
拠
書
類
、
申
立
人
の
申
立
て
、
被
若
人
の
答
弁
、
審
を
{
自
の
意
見
等
を
吟
味
し
結
論
を
下
す
段
階
に
到
っ
た
。
検
討
を
加
う
べ
き
第
一
点
は
、
明
・
0
・
切
J
吋
・
〉
-
m
-
L
J
h
r
hり
・
及
び
門
・
H
・
司
・
条
件
の
下
で
木
貿
易
に
h
点
い
て
移
動
す
る
貨
物
の
道
筋
指
定
に
関
連
す
る
買
手
と
売
子
夫
々
の
権
利
義
務
に
つ
い
て
の
荷
主
運
賃
契
約
の
解
釈
問
題
で
あ
る
。
運
賃
契
約
は
と
れ
に
署
名
せ
る
商
品
の
売
手
と
と
の
契
約
に
岩
名
し
な
い
外
国
の
買
手
と
の
間
の
売
買
契
約
条
件
に
は
な
ん
ら
午
言
及
し
て
い
、
な
い
と
と
は
関
係
者
全
部
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
被
審
人
と
若
干
の
岩
名
荷
主
は
、
運
賃
契
約
の
文
言
を
、
署
名
荷
主
が
商
品
を
販
売
す
る
条
件
は
匂
・
c・
ロ
-w
吋
・
〉
-m-w
ハリ・
hr
円
で
あ
れ
或
は
戸
門
町
・
で
あ
れ
、
本
貿
易
に
・
お
い
て
彼
が
輸
出
向
け
に
売
る
著
名
待
主
商
品
の
全
部
を
包
含
し
又
そ
れ
に
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
一
方
申
立
人
と
若
干
の
署
名
荷
主
は
、
乙
の
文
一
一
一
一
口
を
、
(
イ
)
(
J
F
町
・
及
び
(
・
H
・可・
条
件
で
本
貿
易
に
お
い
て
署
名
者
が
輸
出
向
け
に
販
売
す
る
商
口
問
、
(
ロ
)
道
筋
指
定
の
支
配
力
が
著
名
荷
主
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
可
・
ゥ
・
切
・
及
び
吋
・
〉
・
ω・
条
件
で
署
名
者
が
売
る
運
送
貨
物
の
み
を
合
み
叉
そ
れ
に
の
み
適
用
す
る
も
の
と
解
す
る
。
後
者
の
一
一
一
ロ
に
よ
れ
ば
、
乙
れ
等
の
(
イ
)
及
び
(
ロ
)
の
み
が
売
子
の
運
送
貨
物
で
あ
っ
て
、
買
手
が
道
筋
指
定
を
命
令
す
る
戸
つ
・
戸
及
び
吋
・
k
r
-
m
・
売
買
は
運
賃
契
約
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
、
乙
れ
は
売
手
の
運
送
貨
物
で
は
な
く
し
て
、
買
手
の
も
の
で
あ
る
ロ
内
・
臥
W
H
N
・
及
び
め
い
・
匂
・
売
買
に
沿
い
て
は
、
売
子
が
荷
主
で
あ
り
、
商
品
の
道
筋
指
定
を
す
る
当
然
の
権
利
を
有
す
る
と
と
、
戸
。
・
戸
及
び
円
〉
-
m
w
・
売
買
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
行
う
権
利
は
売
手
と
買
手
間
の
談
判
、
契
約
及
び
諒
解
の
事
項
で
あ
る
と
と
に
、
凡
て
の
関
係
者
の
意
見
が
一
致
を
見
売
。
運
賃
契
約
の
署
名
者
た
る
同
盟
は
と
の
よ
う
な
問
題
に
関
・
係
し
た
い
。
あ
る
荷
主
は
売
買
契
約
の
全
部
を
町
・
0
・
出
・
条
件
で
行
い
、
あ
る
荷
、
主
は
こ
の
よ
う
た
条
件
の
取
引
き
を
全
然
せ
や
、
あ
る
荷
主
は
そ
れ
を
主
と
し
て
司
・
0
・
回
・
条
件
で
な
し
、
又
あ
る
荷
主
は
主
と
し
て
η
・
h
w
m
J
も
し
く
は
内
・
戸
戸
条
件
で
売
買
を
行
う
た
ど
一
様
で
は
な
い
が
、
と
の
貿
易
に
沿
い
て
行
わ
れ
る
運
送
の
約
五
O
。ハ
1
E
Y
T
が
戸
0
・
H
Y
条
件
の
売
買
契
約
で
あ
る
と
見
積
ら
れ
、
そ
れ
は
確
に
重
要
で
あ
る
D
売
買
取
引
き
に
つ
い
て
特
殊
な
条
件
を
結
び
、
又
町
・
0
・
出
・
売
買
契
約
に
沿
い
て
商
品
の
道
筋
指
定
を
支
配
す
る
と
と
を
外
国
の
買
手
に
詐
容
す
る
か
そ
れ
と
も
し
な
い
か
に
つ
い
て
、
輸
出
荷
は
夫
次
具
づ
た
理
由
を
有
ク
て
い
る
。
更
に
運
賃
契
約
は
、
外
国
の
買
手
が
商
品
の
道
筋
指
定
を
主
張
し
、
売
手
が
盟
外
拾
に
よ
る
か
ふ
る
道
筋
指
定
を
許
容
す
る
町
・
0
・悶・
売
買
を
包
含
す
る
か
そ
れ
と
も
除
外
す
る
か
の
問
題
に
ク
い
て
は
、
運
賃
契
約
の
中
に
は
な
ん
ら
言
及
さ
れ
て
い
、
な
い
。
最
終
的
に
は
、
道
筋
指
定
は
買
手
と
売
手
間
の
契
約
事
項
で
あ
る
乙
と
に
意
見
の
つ
設
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
あ
る
運
賃
契
約
の
署
名
待
主
は
、
買
手
が
よ
り
低
廉
な
運
賃
を
入
手
す
ベ
く
三
井
拾
に
よ
る
商
品
運
送
を
指
示
し
て
来
た
場
合
に
は
、
乙
の
要
求
に
服
さ
危
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
然
し
運
賃
契
約
の
中
に
は
、
低
運
賃
が
他
所
で
取
得
さ
れ
る
時
に
は
、
と
の
条
件
は
適
用
し
友
い
子
一
一
一
一
一
日
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
/、
五
経
蛍
と
経
済
六
六
う
但
書
は
な
い
D
売
買
が
そ
れ
を
正
当
と
す
る
程
大
き
く
も
し
く
は
重
要
で
な
い
限
り
、
三
井
船
に
よ
っ
て
運
送
せ
よ
と
の
買
手
の
要
求
に
応
じ
な
い
で
あ
ろ
う
と
あ
る
荷
主
は
二
十
一
日
夕
て
い
る
が
、
連
貨
契
約
は
売
手
に
対
す
る
運
送
貨
物
の
大
き
さ
も
し
く
は
重
要
性
に
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
D
又
あ
る
署
名
者
は
、
た
と
い
売
買
契
約
の
喪
夫
に
な
っ
て
も
、
か
t
ふ
る
要
求
に
応
諾
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
発
一
一
目
し
て
い
る
。
同
盟
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
サ
1
ヴ
ィ
ス
と
淫
賃
の
安
定
は
特
殊
な
場
合
の
一
時
的
な
利
益
以
上
に
重
要
で
あ
る
と
一
一
一
口
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
の
更
に
あ
る
者
は
、
運
賃
契
約
に
署
名
す
る
際
、
売
買
条
件
に
関
係
な
く
同
盟
船
に
よ
っ
て
そ
の
運
送
に
貨
物
全
部
を
運
送
指
定
す
る
と
と
に
言
質
を
与
え
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
旨
陳
述
し
た
。
運
賃
契
約
の
中
に
は
、
署
名
荷
主
が
、
彼
及
び
買
手
に
満
足
を
与
え
る
工
う
な
運
送
貨
物
の
売
買
契
約
を
結
ぶ
乙
と
を
妨
げ
る
何
物
も
な
い
。
商
品
は
盟
外
船
に
上
る
道
筋
指
定
を
な
し
得
る
旨
の
条
件
が
売
買
契
約
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
が
運
賃
契
約
の
違
反
に
な
る
か
否
か
ど
問
題
で
あ
る
の
も
し
そ
れ
が
違
反
で
な
け
れ
ば
、
売
子
は
、
全
戸
。
・
叩
・
売
買
契
約
に
沿
い
て
は
、
盟
外
船
に
よ
る
道
筋
指
定
を
許
容
す
る
こ
と
を
承
諾
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
非
岩
名
の
買
手
に
契
約
運
賃
制
の
利
益
を
取
得
し
も
し
く
は
彼
が
選
択
す
る
盟
外
運
送
人
を
愛
顧
し
、
か
く
し
て
運
賃
契
約
か
ら
本
貿
易
に
司
活
け
る
重
要
な
部
八
万
を
除
外
す
る
こ
と
に
な
る
D
運
賃
契
約
の
中
に
は
、
そ
れ
は
運
送
貨
物
の
重
要
部
介
に
適
用
し
友
い
と
か
或
は
適
用
す
る
上
ろ
に
定
図
さ
れ
て
い
た
い
と
と
を
示
す
何
物
も
な
い
白
も
し
そ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
運
賃
契
約
の
中
に
表
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
然
し
現
に
そ
と
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
，
運
賃
契
約
に
署
名
す
る
荷
主
の
狙
い
の
一
ク
は
、
・
そ
の
排
他
的
愛
顧
の
代
り
に
同
盟
に
よ
ク
て
確
保
さ
れ
る
契
約
運
賃
を
取
得
す
る
に
あ
る
。
そ
の
輸
出
運
送
の
全
部
が
同
盟
船
で
な
さ
れ
な
い
時
に
は
、
そ
の
結
果
は
定
額
損
害
賠
償
の
肢
認
と
非
契
約
運
賃
の
適
用
で
あ
る
。
も
し
署
名
荷
主
が
運
賃
契
約
条
件
の
結
果
に
不
満
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
第
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
そ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
、
爾
後
同
盟
始
を
利
用
す
る
か
そ
れ
と
も
彼
の
選
択
す
る
盟
外
船
を
使
用
す
る
か
、
そ
れ
は
彼
の
自
由
で
あ
る
。
当
事
者
の
権
利
義
務
は
運
賃
契
約
の
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
と
の
運
賃
契
約
に
は
町
・
0
・
切
・
売
買
に
関
す
る
例
外
乃
至
制
限
は
な
ん
ら
左
い
。
い
か
な
る
売
買
条
件
に
よ
る
に
せ
よ
問
題
た
る
運
送
は
運
賃
契
約
の
意
味
に
お
け
る
署
名
待
主
の
運
送
で
あ
る
。
な
ん
ら
か
の
目
的
で
、
買
手
の
名
前
で
運
送
し
、
買
手
の
代
理
人
と
し
て
運
送
し
て
、
以
て
賀
子
に
盟
外
船
に
よ
る
道
筋
指
宅
〆
を
命
令
す
る
の
を
許
容
す
る
と
と
に
彼
が
同
意
す
れ
ば
、
そ
れ
は
運
賃
契
約
違
反
回
避
の
一
手
段
に
外
た
ら
な
い
。
あ
る
荷
主
は
、
買
手
に
よ
り
低
廉
な
運
賃
を
入
手
さ
せ
る
べ
く
、
三
井
船
に
よ
る
運
送
を
指
示
し
た
乙
と
を
認
め
た
。
署
名
荷
主
が
運
賃
契
約
に
違
反
し
た
乙
と
が
認
定
さ
れ
た
時
に
は
、
同
盟
は
処
罰
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
ク
た
。
運
賃
契
約
は
遵
守
さ
れ
、
も
し
そ
れ
が
彼
等
に
不
満
足
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
に
気
に
入
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
、
励
行
さ
れ
、
さ
も
な
け
れ
ば
廃
棄
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
D
本
貿
易
に
告
け
る
契
約
運
賃
制
の
採
用
に
反
対
で
あ
る
旨
誰
一
人
証
一
一
一
一
日
し
な
か
ク
た
ロ
契
約
運
賃
制
た
有
効
た
ら
し
め
る
の
は
荷
主
運
賃
契
約
で
あ
ク
て
、
乙
の
貿
易
に
沿
け
る
そ
の
使
用
は
太
平
洋
岸
欧
洲
同
盟
に
・
お
い
て
既
に
認
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
乙
で
は
、
海
事
委
員
会
は
「
契
約
運
賃
制
は
、
同
盟
の
存
続
、
サ
ー
ヴ
4
ス
の
頻
繁
性
、
信
頼
性
及
び
安
全
性
並
に
運
賃
の
均
等
性
と
安
定
住
を
硲
保
す
る
為
め
に
、
本
貿
易
に
お
い
て
は
必
要
な
慣
行
で
あ
る
」
と
誕
ク
て
い
る
。
ぞ
乙
で
考
察
さ
れ
た
荷
主
運
賃
契
約
の
文
言
は
そ
れ
に
よ
ク
て
網
羅
さ
れ
る
運
送
形
式
に
関
し
て
は
、
現
在
の
も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
ロ
乙
れ
を
要
す
る
に
、
本
審
判
手
続
に
お
け
る
証
拠
に
基
づ
い
て
、
荷
主
運
賃
契
約
は
、
商
品
の
買
手
と
売
手
間
の
売
買
契
約
条
件
に
関
係
な
く
、
署
名
荷
主
が
本
貿
易
で
輸
出
向
け
に
売
却
す
る
商
品
全
部
を
網
羅
す
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
決
論
さ
れ
る
。
吟
味
す
べ
き
第
二
点
は
申
立
書
の
中
で
主
張
三
れ
、
論
争
中
陳
述
さ
れ
た
強
制
の
問
題
で
あ
る
。
申
立
人
代
理
庄
の
サ
シ
フ
一
フ
γ
シ
ス
コ
事
務
所
の
支
配
人
巴
o
i
D
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
運
賃
契
約
に
ク
い
て
の
同
盟
の
解
釈
は
三
井
船
に
よ
ク
て
商
品
を
運
送
す
る
待
主
の
態
度
の
変
化
及
び
恐
怖
を
惹
起
し
た
。
乙
の
恐
怖
は
一
隻
当
り
の
積
載
数
量
の
減
少
に
反
映
さ
れ
た
が
、
同
盟
船
も
亦
同
期
間
一
隻
当
り
減
少
し
た
貨
物
を
運
送
し
た
。
又
彼
は
、
同
盟
の
活
動
は
三
井
拾
に
上
ク
て
商
品
の
道
筋
指
定
を
す
る
欧
洲
在
の
買
手
の
能
力
に
影
響
を
及
し
た
と
一
一
一
口
う
報
告
を
欧
洲
の
申
立
人
代
理
底
か
ら
受
取
っ
た
旨
陳
述
し
、
と
れ
に
関
連
し
て
、
三
井
拾
に
予
約
さ
れ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
、
同
盟
及
び
待
主
の
圧
迫
に
よ
ク
て
同
盟
船
に
転
移
乏
れ
た
と
報
ぜ
ら
れ
る
船
積
み
の
一
づ
を
想
起
し
た
が
、
然
し
言
及
し
た
話
到
乃
至
出
来
事
に
関
し
て
は
た
ん
ら
の
裏
書
き
す
る
材
料
も
提
出
さ
れ
た
か
ク
た
。
い
や
れ
の
側
の
参
考
人
も
一
人
と
し
て
い
か
た
る
強
制
に
つ
い
て
も
知
ク
て
い
る
と
は
証
言
し
な
か
ク
た
。
運
賃
契
約
に
関
す
る
向
盟
の
解
釈
を
署
名
者
に
強
制
せ
ん
と
し
て
の
同
盟
の
行
勤
は
署
名
者
の
強
制
に
等
し
く
、
か
く
し
て
外
国
の
買
手
か
ら
時
・
0
・
吋
・
方
式
の
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
六
七
経
営
と
経
済
六
入
売
買
に
お
い
て
運
送
人
を
指
定
す
る
荷
主
と
し
て
の
権
利
を
奪
取
っ
た
と
一
一
一
日
う
申
立
人
の
主
張
は
証
拠
的
に
裏
付
け
ら
れ
や
、
又
同
盟
は
運
賃
契
約
の
条
件
を
実
行
す
る
に
当
つ
て
は
そ
の
義
務
以
上
の
と
と
は
な
に
も
し
て
い
友
か
っ
た
。
本
審
判
手
続
に
お
け
る
証
拠
は
、
申
立
て
の
中
で
主
張
さ
れ
た
強
制
の
存
在
、
或
は
申
立
人
は
損
害
を
被
り
、
損
害
賠
償
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
得
な
か
っ
た
。
以
上
諸
事
実
の
綿
密
な
考
察
に
基
づ
い
て
、
審
判
官
〉
-
F
・
旬
。
三
mg
は
次
の
よ
う
注
目
取
終
的
決
論
左
下
し
た
。
被
審
人
は
、
一
九
一
六
年
の
ω
E
3吉
山
〉
立
の
第
十
四
条
(
三
号
)
、
十
五
条
、
十
六
条
及
び
十
七
条
に
違
反
し
て
、
外
国
の
買
手
及
び
荷
受
人
に
、
彼
等
が
合
衆
国
に
h
お
い
て
町
・
0
・
回
・
乃
至
司
・
〉
・
ω・
条
件
で
購
入
し
た
商
品
を
排
他
的
に
同
盟
沿
に
よ
ク
て
運
送
す
る
乙
と
を
強
制
し
、
か
く
し
て
買
手
及
び
荷
受
人
か
ら
中
立
人
の
始
で
商
品
を
運
送
す
る
権
利
を
奪
取
す
る
乙
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
定
さ
れ
る
。
申
立
人
は
、
損
害
在
被
り
、
損
害
賠
償
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
と
に
つ
い
て
立
証
し
な
か
っ
た
も
の
と
認
定
さ
れ
る
の
よ
っ
て
申
立
て
は
棄
却
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
(
註
)
第
十
四
条
(
一
一
一
号
)
一
般
海
よ
屈
送
人
(
g
B
B。ロ
g
円三
2
Z
君
主
2
)
は
、
直
接
的
に
も
し
く
は
間
接
的
に
、
校
客
も
し
く
は
貨
物
の
運
送
に
関
し
て
、
次
の
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
三
、
荷
主
が
他
の
運
送
人
を
愛
顧
し
も
し
く
は
不
公
正
な
取
扱
い
を
非
難
す
る
申
立
て
を
行
い
又
は
他
の
理
由
で
、
利
用
し
得
る
積
載
設
備
を
拒
絶
し
も
し
く
は
拒
絶
す
る
と
威
嚇
し
て
荷
主
に
報
復
し
或
は
他
の
差
別
的
も
し
く
は
不
公
正
な
手
段
に
訴
え
る
と
と
第
十
五
条
一
般
海
上
辺
送
へ
は
、
他
の
運
送
へ
と
の
(
イ
)
貨
物
足
貢
も
し
く
は
旅
客
速
貨
の
決
定
或
以
調
副
(
ロ
)
特
別
運
賃
並
に
設
備
或
J
い
特
権
も
し
く
は
便
益
の
授
受
(
ハ
)
競
争
一
の
統
制
、
詞
整
、
回
避
も
し
く
は
破
一
段
(
ニ
)
収
益
、
損
失
も
し
く
は
貨
物
の
共
同
計
算
或
は
配
分
(
ホ
)
寄
港
地
の
割
当
て
も
し
く
は
港
相
互
間
に
お
け
る
抗
海
回
数
の
制
限
或
は
他
の
方
法
に
よ
る
調
整
(
へ
)
な
ん
ら
か
の
方
法
に
よ
る
、
貨
物
も
し
く
は
旅
客
の
運
送
量
の
制
限
或
は
調
整
(
卜
)
排
他
的
、
優
先
的
も
し
く
は
協
同
的
活
動
契
約
の
設
定
に
関
す
る
協
定
或
は
そ
の
修
正
も
し
く
は
廃
止
の
正
確
な
写
し
又
は
、
口
頭
の
場
合
に
は
、
正
確
に
し
て
完
全
な
覚
書
を
、
船
舶
院
P
E
E
v
E∞
ぎ
白
色
)
に
直
ち
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
条
に
お
け
る
協
定
な
る
詰
は
諒
解
(E門戸
2
E
ω
E
E
m
)
、
同
盟
(
n
S
F
2
2
0
)
及
び
他
の
取
頼
め
(
2
5ロ
常
B
8
3
を
含
む
。船
舶
院
は
、
運
送
人
、
荷
主
、
輸
出
問
、
輸
入
商
も
し
〈
は
治
の
夫
々
の
問
、
或
は
合
衆
国
か
ら
の
輸
出
商
と
そ
の
外
国
の
競
争
者
と
の
間
に
お
い
て
、
不
当
に
差
別
的
で
お
り
も
し
く
は
不
公
正
で
あ
り
、
叉
は
合
衆
国
の
商
業
に
損
害
を
及
し
或
は
本
法
に
違
反
す
る
と
院
が
認
め
る
協
定
又
は
そ
の
修
正
も
し
く
は
廃
止
を
、
以
前
既
に
認
可
さ
れ
て
い
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
命
令
に
よ
っ
て
、
否
認
し
、
取
消
し
も
し
く
は
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
、
叉
他
の
協
定
、
修
正
も
し
く
は
廃
止
を
承
認
す
る
。
本
条
の
下
に
適
法
な
協
定
、
修
正
も
し
く
は
廃
止
は
、
一
入
九
O
年
七
月
二
日
に
裁
可
さ
れ
た
「
取
引
及
び
商
業
を
不
法
な
る
制
限
及
び
独
占
よ
り
保
護
す
る
法
律
」
(
〉
ロ
〉
己
吉
司
2
8
2
叶
E
仏
O
B山
h
o
E
B
2
n
o
〉
∞
己
戸
己
ロ
ロ
戸
山
者
同
三
閉
め
己
B
E
E
S門戸
E
S。
ち
己
目
何
回
)
の
泊
用
か
ら
除
外
さ
れ
、
而
し
て
:
:
:
。
第
十
六
条
一
般
海
上
通
送
人
が
、
単
独
で
或
は
協
同
し
て
、
直
接
的
に
も
し
く
は
間
接
的
に
、
次
の
こ
と
を
な
す
の
は
違
法
で
あ
る
。
一
、
特
定
の
人
、
地
域
も
し
く
は
特
一
回
た
貨
物
に
対
し
て
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
、
不
当
な
も
し
く
は
不
合
理
な
特
志
乃
至
便
益
を
供
与
し
、
或
は
特
定
の
人
、
地
域
も
し
く
は
特
桓
の
貨
物
に
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
、
不
当
な
も
し
く
は
不
合
理
な
不
利
益
乃
至
不
利
そ
被
ら
し
め
る
h
」
〉
」
二
、
虚
偽
の
一
注
賃
請
求
書
の
作
成
、
虚
偽
の
等
級
哀
の
迫
用
、
民
偽
の
検
量
、
反
偽
の
重
量
報
告
に
よ
り
或
は
他
の
不
当
な
も
し
く
は
不
公
正
な
子
段
に
よ
っ
て
、
現
に
連
送
人
の
航
路
上
に
設
定
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
正
規
の
運
賃
よ
り
も
低
い
運
賃
で
貨
物
の
運
送
を
誰
か
に
入
手
せ
し
め
る
こ
と
三
、
競
争
連
送
人
に
対
し
て
、
船
舶
も
し
く
は
貨
物
に
つ
い
て
、
運
送
人
が
供
与
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
有
利
な
保
険
料
を
与
え
な
い
よ
う
、
海
上
保
険
会
社
も
し
く
は
海
上
保
険
業
者
又
は
そ
の
代
理
人
を
勧
誘
し
、
説
得
し
、
或
に
他
の
方
法
で
影
響
を
及
す
こ
と
第
十
七
条
外
国
貿
易
に
従
事
す
る
一
般
海
上
達
送
へ
は
、
荷
主
も
し
く
は
治
の
間
に
お
い
て
、
或
は
外
国
の
競
争
者
と
比
較
し
て
合
衆
国
の
輸
出
南
に
不
当
に
不
利
な
逗
賃
、
料
金
も
し
く
は
手
数
料
缶
詰
求
し
、
課
徴
し
も
し
く
は
依
牧
し
て
は
な
ら
な
い
D
船
舶
院
が
か
L
る
運
賃
、
料
金
も
し
く
は
手
数
料
が
詰
求
さ
れ
、
課
徴
さ
れ
も
し
く
は
徴
収
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
時
に
は
、
か
、
ふ
る
不
当
な
差
別
取
扱
い
も
し
く
は
ボ
利
益
を
是
正
す
る
に
必
要
な
程
度
に
こ
れ
を
修
正
し
、
叉
運
送
人
が
か
L
る
不
当
に
差
別
的
も
し
く
は
不
利
益
な
運
賃
、
料
金
も
し
く
は
手
数
料
を
請
求
し
、
課
徴
し
契
約
述
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
六
九
経
営
と
経
済
七
O 
も
し
く
は
徴
牧
す
る
の
を
中
止
す
る
よ
う
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
は
争
点
に
直
接
関
連
す
る
部
分
の
み
を
抜
翠
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
、
結
同
様
に
盟
外
崎
積
特
免
条
項
に
関
す
る
論
争
で
は
あ
る
が
、
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
場
合
と
太
平
洋
岸
欧
洲
同
盟
の
場
合
と
で
は
、
幾
八
刀
か
事
情
を
具
に
し
て
い
る
。
前
者
に
沿
い
て
は
、
・
司
・
。
・
回
・
売
買
の
場
合
、
外
周
の
買
手
が
そ
の
商
品
を
運
送
す
る
為
め
に
盟
外
的
を
指
定
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
船
積
み
は
契
約
か
ら
除
外
さ
れ
、
荷
主
は
何
ら
の
罰
則
左
前
一
周
さ
れ
や
に
乙
れ
を
な
し
得
る
旨
が
一
応
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
と
L
で
は
か
'
ふ
る
船
積
み
に
関
し
て
予
め
同
毘
の
許
可
を
得
る
必
要
有
り
や
否
ゃ
に
ク
い
て
疑
義
が
残
ク
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
な
が
ら
後
者
に
あ
っ
て
は
、
待
主
は
契
約
運
賃
が
適
用
さ
れ
る
全
運
送
貨
物
を
同
盟
運
送
人
の
絡
で
託
送
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
乙
の
場
合
、
明
・
。
・
ロ
・
も
し
く
は
町
・
〉
・
ω・
売
買
の
商
品
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
一
一
一
一
口
も
触
れ
て
い
な
い
と
乙
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
待
主
運
賃
契
約
か
ら
当
然
除
外
さ
れ
て
い
る
と
な
す
見
解
と
い
や
そ
れ
も
網
給
さ
れ
て
い
る
と
一
一
一
日
う
主
張
と
が
争
わ
れ
て
い
る
。
先
宇
問
題
を
日
本
復
航
運
賃
同
盟
に
の
み
限
定
し
て
吟
味
し
て
み
上
う
。
三
井
恰
舶
の
ご
と
く
、
「
緊
急
も
し
く
は
他
の
特
別
な
事
情
の
場
合
に
は
、
地
方
議
長
は
盟
外
船
に
よ
る
蛤
積
み
を
許
可
す
る
」
と
い
う
文
言
と
「
も
し
外
国
の
買
手
が
、
司
・
0
・
回
・
船
積
み
の
場
合
、
船
積
み
の
な
さ
れ
る
姶
を
指
定
す
る
な
ら
ば
、
叉
も
し
同
拾
が
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
メ
γ
パ
ー
で
た
い
運
送
人
に
よ
ク
て
運
営
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
か
・
・
ふ
る
始
積
み
は
本
契
約
か
ら
除
外
さ
れ
、
荷
主
は
罰
則
を
受
け
る
と
と
な
く
し
て
自
由
に
船
積
み
を
な
す
乙
と
が
で
き
る
」
と
い
う
文
一
一
一
口
と
を
切
離
し
て
貨
物
運
送
契
約
第
六
条
を
読
め
ば
、
句
・
。
・
出
・
売
買
で
外
国
の
買
手
が
盟
外
運
送
人
を
指
定
す
れ
ば
、
荷
主
は
何
ら
事
前
手
続
き
を
要
し
な
い
で
自
由
に
盟
外
胎
積
み
が
可
能
と
な
り
、
乙
れ
に
対
し
て
同
盟
側
の
ご
と
く
、
前
の
文
言
と
後
の
文
一
一
一
口
と
を
関
連
さ
せ
て
同
条
を
解
釈
す
れ
ば
、
司
・
0
・
回
・
売
買
で
外
国
の
買
手
が
盟
外
運
送
人
を
指
定
し
て
も
、
予
め
同
盟
の
許
可
を
得
な
い
限
り
、
契
約
に
抵
触
し
な
い
で
盟
外
船
積
み
を
行
う
乙
と
は
不
可
能
と
な
る
。
三
井
船
舶
の
主
張
が
是
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
同
盟
側
の
解
釈
が
当
を
得
て
い
る
か
、
純
法
律
的
た
検
討
は
暫
く
措
き
、
本
運
送
契
約
設
定
時
の
事
情
を
尋
ね
て
そ
の
趣
旨
が
奈
辺
に
存
す
る
か
を
究
明
し
工
う
。
太
平
洋
戦
争
後
、
外
国
の
買
手
が
我
が
固
に
滞
在
じ
た
為
め
一
一
時
匂
・
0
・
国
・
輸
出
が
本
邦
輸
出
に
大
き
い
比
重
を
占
め
て
い
た
特
殊
事
情
を
背
最
と
し
、
米
国
占
領
行
政
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
当
時
の
公
正
取
引
委
員
会
の
勧
告
に
よ
っ
て
、
-
乙
の
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
乙
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ロ
乙
の
工
う
な
経
緯
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
運
送
契
約
第
六
条
の
下
で
は
、
外
国
の
買
手
が
、
同
・
0
・
回
・
売
買
契
約
の
場
合
、
盟
外
運
送
人
を
指
定
す
る
友
ら
ば
、
荷
主
は
盟
外
船
に
よ
っ
て
自
由
に
運
送
で
き
る
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
而
し
て
公
正
取
引
委
員
会
が
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
貨
物
運
送
契
約
第
六
条
の
改
訂
案
に
対
し
て
否
定
的
態
度
を
取
っ
た
所
以
も
、
そ
の
後
の
事
態
の
変
化
に
は
比
重
を
置
か
な
い
で
、
依
然
と
し
て
、
契
約
運
賃
制
設
定
当
時
の
特
殊
事
情
を
背
長
と
す
る
制
定
趣
旨
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
l
尤
も
と
れ
と
適
否
の
問
題
と
は
勿
論
別
で
あ
る
が
j
。
太
平
洋
岸
欧
洲
同
盟
事
件
に
あ
っ
て
は
、
荷
主
運
賃
契
約
が
司
・
0
・
国
・
売
買
を
含
む
か
否
か
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
な
い
と
乙
ろ
か
ら
三
井
船
舶
は
外
国
の
賀
子
が
運
送
人
を
指
定
す
る
同
・
0
・
回
・
売
買
は
乙
れ
に
上
り
当
然
除
外
さ
れ
る
も
の
と
主
張
し
1
他
方
同
盟
は
本
契
約
に
は
司
・
0
・
ロ
・
売
買
契
約
を
含
む
凡
て
の
運
送
が
網
羅
さ
れ
る
と
解
釈
し
、
乙
t
A
で
は
日
本
復
抗
運
賃
同
盟
の
場
合
よ
り
も
一
回
広
範
囲
の
論
争
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
太
平
洋
岸
欧
洲
同
盟
に
お
い
て
は
日
本
復
航
運
賃
同
盟
の
場
合
の
よ
う
に
、
運
賃
契
約
の
本
条
は
い
か
な
る
趣
旨
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
と
れ
を
明
ら
か
に
す
る
塗
料
的
裏
付
け
も
た
い
。
そ
こ
で
連
邦
海
事
委
員
会
は
己
む
を
符
中
主
と
し
て
純
理
論
的
に
解
釈
し
て
、
そ
の
適
否
に
つ
い
て
一
応
の
判
定
左
下
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
る
程
、
理
論
的
解
釈
も
是
非
を
認
定
す
る
方
法
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
然
し
な
が
ら
こ
れ
だ
け
で
は
合
理
的
な
解
決
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
.
そ
れ
以
前
に
も
し
く
は
そ
れ
と
併
行
的
に
法
律
外
的
な
要
悶
例
え
ば
取
引
き
の
慣
行
乃
至
実
態
に
充
令
考
慮
を
'
加
え
る
必
要
の
あ
る
と
と
を
牢
記
し
、
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
口
そ
と
で
前
記
の
特
殊
事
情
を
捨
象
し
、
又
純
理
的
解
釈
の
み
に
拘
泥
し
な
い
で
、
改
め
て
海
運
同
盟
の
本
質
に
即
し
て
乙
の
問
題
を
一
般
論
と
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
海
運
同
盟
放
定
委
員
会
(
問
。
可
巳
わ
。
B
B広
ω
5
p
。ロ
ω
E
U
U
E
m
何
百
m
ω
)
が
そ
の
報
告
書
で
指
摘
し
て
い
る
ご
と
く
、
海
運
同
盟
は
特
定
の
一
航
路
も
し
く
は
数
航
路
に
沿
い
て
運
送
上
の
競
争
を
規
制
も
し
く
は
制
限
す
る
目
的
で
以
て
組
契
約
辺
賃
制
に
お
け
る
盟
外
船
積
特
免
条
項
を
め
ぐ
る
論
争
七
経
営
と
経
済
七
織
さ
れ
る
。
排
他
的
手
段
の
一
つ
と
し
て
官
て
は
運
賃
延
戻
制
を
採
用
し
て
い
た
が
、
と
れ
は
世
界
の
主
要
航
路
の
多
く
に
沿
い
て
或
は
法
的
に
或
は
実
際
的
に
i
同
制
の
不
採
用
を
補
助
金
交
付
の
条
件
と
す
る
!
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
乙
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
契
約
運
賃
制
が
t
使
用
さ
れ
る
と
と
ふ
な
り
、
現
在
で
は
こ
れ
が
排
他
的
子
段
の
主
流
を
な
し
つ
L
あ
る
口
同
盟
は
と
れ
に
訴
え
て
契
約
荷
主
の
取
扱
貨
物
の
盟
外
恰
へ
の
流
入
を
阻
止
し
、
そ
の
結
果
盟
外
配
給
の
持
続
を
困
難
に
し
、
最
終
的
に
は
盟
外
拾
を
し
て
同
航
路
よ
り
撤
退
せ
し
め
ん
と
す
る
。
も
し
司
・
。
・
回
・
売
買
の
も
の
は
無
条
件
に
契
約
よ
り
除
外
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
同
盟
の
契
約
運
賃
制
設
定
の
効
果
は
か
な
り
減
殺
さ
れ
る
と
と
を
免
れ
な
い
。
勿
論
同
盟
と
し
て
は
完
全
な
契
約
運
賃
制
を
実
施
す
る
の
が
理
想
で
あ
ろ
う
。
た
と
い
条
件
付
で
あ
っ
て
も
同
盟
が
司
・
。
・
ロ
・
売
買
契
約
を
契
約
よ
り
除
外
す
る
と
と
を
承
認
す
る
の
は
、
あ
る
程
度
の
譲
歩
を
示
す
。
こ
の
譲
歩
が
・
盟
外
運
送
人
(
。
三
凶
戸
2w
〉
g
m
g
Z
5
3
に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
為
め
に
、
吋
・
。
・
回
・
条
件
な
る
乙
と
を
確
認
す
る
に
足
る
文
書
を
提
出
す
る
よ
う
同
盟
が
待
主
に
要
求
す
る
措
置
は
あ
な
が
ち
無
理
と
は
弓
一
一
げ
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
こ
れ
に
関
連
し
て
猶
配
慮
す
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
い
る
白
木
邦
の
海
上
運
送
法
も
合
衆
国
の
ω
E
U古
山
田
向
〉
立
も
共
に
、
海
運
同
盟
の
組
織
自
体
は
こ
れ
を
原
則
的
に
是
認
し
て
い
る
が
、
荷
主
、
問
品
川
汁
運
送
人
等
を
不
当
に
抑
圧
す
る
よ
う
な
同
盟
の
措
置
に
づ
い
て
は
、
と
れ
を
規
制
す
る
権
限
を
公
正
取
引
委
員
会
及
び
連
邦
海
事
委
員
会
に
夫
々
猶
残
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
-
と
こ
ろ
で
あ
る
。
乙
れ
よ
り
し
て
、
排
他
的
手
段
た
る
契
約
運
賃
制
に
つ
い
て
も
内
容
的
に
吟
味
さ
れ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
l
同
制
に
つ
い
て
は
届
出
を
要
し
な
い
と
い
う
考
え
方
が
業
者
の
一
部
に
あ
づ
た
が
、
米
国
に
お
い
て
は
一
九
五
二
年
十
一
月
に
一
般
指
令
第
七
六
号
(
の
3
2包
O
E
2
2
)
が
公
布
さ
れ
て
以
来
、
乙
の
点
は
明
係
に
な
ク
た
i
ロ
海
運
同
盟
が
そ
の
開
発
、
維
持
乃
至
発
展
に
港
た
な
有
形
無
形
の
犠
牲
を
払
ク
て
築
上
げ
た
地
盤
に
、
新
規
の
同
業
者
が
加
入
を
申
込
ん
だ
場
合
、
採
算
的
に
も
又
感
情
的
に
も
乙
れ
を
受
入
れ
る
と
と
に
難
色
を
示
す
同
盟
の
態
度
は
充
令
諒
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
又
も
ク
と
も
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
は
一
一
一
一
口
え
、
乙
れ
は
加
盟
申
入
れ
を
全
面
的
に
拒
否
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
と
の
間
に
適
当
た
判
定
を
下
す
任
務
を
有
ク
取
締
機
関
の
苦
心
も
こ
ふ
に
あ
る
。
規
則
的
サ
1
ヴ
ィ
ス
;
在
行
わ
ん
と
す
る
玄
関
心
と
能
力
を
有
す
る
海
運
業
者
の
加
盟
を
拒
否
す
る
所
前
制
限
加
入
制
(
の
Z
Z品
自
の
自
ず
。
E
E巴
を
採
用
し
つ
L
、
厳
格
な
契
約
運
賃
制
に
訴
え
る
こ
と
は
運
送
人
に
酷
に
過
ぎ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
乙
れ
に
反
し
て
、
同
盟
側
は
、
新
規
の
加
入
申
込
み
を
原
則
的
に
許
可
す
る
所
謂
任
意
加
入
制
合
唱
。
ロ
自
O
B
t
2
m
Eと
を
採
用
し
、
そ
の
加
盟
を
承
諾
す
る
の
に
容
で
友
い
に
も
拘
ら
や
、
同
運
送
人
自
身
の
考
え
と
都
合
で
乙
れ
に
加
入
せ
十
、
飽
く
ま
で
盟
外
配
給
を
継
続
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
と
の
よ
う
な
強
硬
措
置
に
訴
え
る
と
と
も
必
要
課
と
し
て
恕
す
べ
き
点
が
あ
る
と
認
め
る
の
は
無
理
で
あ
る
う
か
。
故
後
に
荷
主
の
在
り
方
に
つ
い
て
二
一
一
日
触
れ
て
沿
と
う
。
海
運
同
盟
の
存
在
、
更
に
は
契
約
運
賃
制
の
実
施
に
よ
ク
て
得
ら
れ
る
運
賃
安
定
の
利
益
を
享
受
す
る
荷
主
は
、
道
義
的
に
同
盟
に
協
力
す
べ
き
で
あ
り
l
そ
と
に
一
定
の
限
度
の
あ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
が
l
、
又
そ
れ
は
長
期
的
に
は
自
己
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
た
と
い
吋
・
0
・
回
・
売
買
で
あ
ク
て
も
、
運
送
船
を
指
定
す
る
権
限
を
外
国
の
買
手
工
り
委
任
さ
れ
る
よ
う
に
取
極
め
、
叉
も
し
そ
れ
が
成
功
し
な
か
っ
た
時
に
は
、
彼
に
同
盟
船
を
使
用
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
努
力
を
待
主
は
払
っ
て
し
か
る
べ
し
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
一
九
五
六
・
一
・
一
O
)
(
附
記
)合
衆
国
関
係
の
資
料
に
現
わ
れ
る
術
語
の
訴
訳
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
我
が
国
の
実
情
に
合
致
す
る
よ
う
に
、
検
討
し
て
適
確
か
ι
期
し
た
の
で
あ
る
が
、
不
適
当
も
し
く
は
思
わ
ざ
る
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
れ
は
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
漸
次
補
正
乃
至
訂
正
し
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
口
契
約
運
賃
制
に
お
け
る
限
外
船
積
特
免
条
項
を
治
ぐ
る
論
争
七
